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宮城県美里町

町勢要覧

町 章
美里町の「み」をモチーフに、さわ
やかに風が吹く、自然いっぱいの大
地をイメージし、住民の団結、自然
と住民の調和を表現しています。先
人から受け継ぐ歴史と文化を宝に、
ともに躍進していく願いが込められ
ています。

（平成 18 年７月 29 日制定）

町花：ばら（薔薇）

「ばら」は、古代から繁栄と愛の象徴
とされています。また、美里町民に
もっとも親しまれ、愛されている花
です。幾多の花びらの重なるその花
の姿は、町民の連帯と未来に向かっ
て潤いのある町づくりを進める美里
町にふさわしい花です。

（平成 18 年７月 29 日制定）

町木：はなみずき
「はなみずき」は、春には花が咲き、
また、秋には赤い実をつけ、紅葉も
見事です。美しい環境を大切にし、
景観を保全する美里町にふさわしい
木です。

（平成 18 年７月 29 日制定）

（花水木）

美里町観光
プロモーション

美里町公式
LINEアカウント

美里町公認キャラクター
みさとまちこちゃん



2

２

町
長
あ
い
さ
つ

4

子
育
て

　
〜
健
や
か
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
〜

8

教
　
育

　
〜
生
涯
を
と
お
し
て
学
び
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
〜

12

ま
ち
づ
く
り

　
〜
く
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜

16

産
　
業

　
〜
力
強
い
産
業
が
い
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り
〜

20

イ
ベ
ン
ト

22

特
産
品

24

歴
史
・
伝
統
・
文
化

26

美
里
町
つ
な
が
り
マ
ッ
プ

28

国
際
交
流

29

地
域
連
携
・
協
定

30

あ
ゆ
み

32

総
合
計
画
・
総
合
戦
略

35

議
会
・
行
政
、
美
里
町
民
憲
章

　
美
里
町
は
平
成
18
年
１
月
１
日
、
宮
城
県
北
東
部
に
位
置

す
る
遠
田
郡
内
の
旧
小
牛
田
町
と
旧
南
郷
町
の
２
町
が
新
設

合
併
し
て
生
ま
れ
た
町
で
す
。
温
暖
な
気
候
で
、
冬
季
の
降

水
量
は
少
な
く
、
降
雪
期
間
も
比
較
的
短
い
こ
と
か
ら
、
住

み
や
す
い
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、宮
城
県
都「
仙
台
市
」

と
は
約
40
㎞
の
距
離
で
、Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
（
仙
台
・
小
牛
田

駅
間
）
で
は
乗
換
え
な
し
で
45
分
と
、
通
勤
・
通
学
圏
内
で

も
あ
り
ま
す
。

　
奥
羽
山
系
を
水
源
と
す
る
鳴
瀬
川
と
江
合
川
の
２
河
川
が

貫
流
す
る
と
と
も
に
、
肥
沃
な
大
崎
平
野
が
広
が
る
美
里
町

は
、
水
と
大
地
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
で
、
古
く
か
ら
農
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
の
面
積
の
約
70
％
を
田
畑

が
占
め
、
宮
城
県
の
食
糧
基
地
と
し
て
、
米
や
野
菜
は
も
ち

ろ
ん
、
果
樹
栽
培
や
畜
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
白
鳥
や
雁
が
飛
び
交
う
な
ど
、
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　
そ
ん
な
美
里
町
で
は
、「
人
の
和
を
大
切
に
、
住
民
と
行

政
が
と
も
に
力
を
出
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
、

一
人
一
人
が
輝
き
、「
幸
せ
」
と
「
豊
か
さ
」
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、「
子
育
て
環
境
の
整
備
」、

「
教
育
環
境
の
充
実
と
人
材
育
成
」、「
人
口
減
少
の
抑
制
と

高
齢
社
会
へ
の
対
応
」、「
地
域
産
業
の
発
展
と
雇
用
の
確
保
」

の
４
つ
の
主
要
課
題
に
対
し
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
一
つ
一
つ
着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
誌
は
、
た
ゆ
み
な
い
発
展
を
目
指
す
美
里
町
の
姿
と
町

の
魅
力
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
町
勢
の
あ
ら

ま
し
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
発
刊
し
た
も
の
で
す
。
本

誌
が
、
多
く
の
方
々
に
「
美
里
町
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、
地
域
と
産
業
が
発
展
す
る

一
助
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

美
里
町
長
　相
澤
　清
一

目

　次
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
内
に
２
か
所
あ
り
、
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
ま
す
。
好

き
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、

親
子
で
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

気
軽
に
子
育
て
相
談
が
で
き
る

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
磨
き
教
室
や
食
育
教
室
、
お

話
し
会
な
ど
を
通
じ
て
子
育
て

に
つ
い
て
学
べ
る
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

健
や
か
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

子育て
　
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、

子
育
て
環
境
の
充
実
と
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
保
健
活
動
、
子
育
て
相
談
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

食と森のこども園美里　鈴木園長

子育て支援センター事業子育て支援センター事業

　
美
里
町
で
は
、
長
年
の

課
題
だ
っ
た
待
機
児
童
へ

の
対
策
と
し
て
、
私
立
保

育
施
設
の
整
備
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
ま
で
受
入
れ
可
能
な
保

育
施
設
が
５
施
設
、
駅
東
地
区
に

私
立
保
育
所
（
現
在
は
認
定
こ
ど

も
園
）
が
１
施
設
開
園
し
、
定
員

が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
令
和

３
年
４
月
１
日
に
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
達
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
毎

年
４
月
１
日
に
は
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

待機児童ゼロを達成！待機児童ゼロを達成！

子育て支援センターを

とおして、

ママさん同士の

情報交換ができ、

友達もつくることが

できました！

　令和２年に開園し、現在は幼保連携型認
定こども園として100人を超える子どもた
ちを受け入れています。
　園では、園名にあるとおり、食や動植物
とのふれ合いを大切にしています。自然豊
かなこの町で、子どもたちが食や動植物と
ふれ合いながら、様々な経験をとおして健
やかに育ち、また、それぞれの個性を伸ば
しながら、自ら考え、行動できるように
なってもらいたいと考えています。
　子ども時代の楽しい思い出は大人になっ
てからも記憶に残るものだと感じていま
す。子どもたちが卒園して行っても、ま
た、つながりたいと思ってもらえる園であ
りたいと思っています。

食と森のこども園美里　鈴木園長

つな
がる

インタビュー
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　南郷放課後児童クラブでは、現在、小学１年生
から３年生までの児童５０人以上を受け入れてい
ます。平日は午後７時まで、土曜日は午前７時か
ら午後７時まで子どもたちを受け入れており、働
きながら子育てする世帯を支援しています。
　子どもたちはここで宿題をしたり、友達と遊ん
だりと、自由な時間を過ごしています。月に１度
お楽しみ会も開催しており、子どもたちは学年を
越えて、仲良く楽しんでいます。また、農業体験
や伝統文化体験をとおして地域の方々との交流も
積極的に行っています。
　放課後児童クラブが親御さんにとって、安心し
て子どもを預けられる場としてだけではなく、子
どもたちが子ども同士でつながり、また大人たち
ともつながりながら、成長していける場であれれ
ばと考えています。

　保健師として、乳幼児健診や育児相談な
どを行っています。また、悩みを抱えてい
る保護者に対し、必要に応じて医療機関や
関係機関へつなぐ橋渡しも行っています。
　相談者に寄り添いながら悩みを共有化し
ていったり、相談者によって臨機応変な対
応が求められたりと対応の難しさを感じる
こともありますが、実際に相談者の方の負
担を軽減できたときや感謝の言葉をいただ
いたときなど、保健師としてのやりがいを
感じています。
　職員になって２年が経ちますが、先輩の
皆さんから少しでも多くのことを学び、相
談者から頼りにされる保健師になりたいと
思います。

子育て

　
町
内
に
６
か
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
し
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
す

る
家
庭
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
平
日
は
下
校
後
か
ら

午
後
７
時
ま
で
、
土
曜
日
や
小
学
校
の

長
期
休
業
日
、
臨
時
休
業
日
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま

す
。（
た
だ
し
、
使
用
料
な
ど
の
保
護
者

負
担
あ
り
。）
ま
た
、
利
用
希
望
児
童
数

の
増
加
を
受
け
て
、
町
で
は
新
た
に
南

郷
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
現
在
、
不
動
堂
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

放課後児童クラブ放課後児童クラブ

　
妊
婦
健
康
診
査
や
乳
幼

児
期
健
康
診
査
を
実
施
し

母
子
の
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
発
育
段
階
に
応
じ
た
適
切

な
保
健
指
導
や
栄
養
指
導
を
行

い
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
軽
減

や
乳
幼
児
の
健
全
な
発
達
を
図
る

な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
里
町
で
は
、
産
婦
健
康

診
査
費
の
助
成
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

母子保健事業母子保健事業

インタビュー

　
子
ど
も
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の

医
療
機
会
の
確
保
と
子
育

て
家
庭
に
お
け
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
美
里
町
で

は
、
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
か
ら
対

象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
充

し
て
い
ま
す
。

子ども医療費助成事業子ども医療費助成事業

南郷放課後児童クラブ  支援員　皆川さん

インタビュー

保健師　宇野さん つな
がる
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Ａ
Ｌ
Ｔ
教
育

生
涯
を
と
お
し
て
学
び
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

教　育
　
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
生
活
の
中
で
様
々
な
活
動
を
享
受
で
き
る
教
育
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
自
主
性
や
社
会
性
、
国
際
性
を
身
に
着
け
、
自
ら
考
え
行
動
し
、
互
い
に
支

え
合
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
が
生
涯
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
学
習
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　
全
て
の
児
童
生
徒
に
１

台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
な
ど
、
新

し
い
時
代
に
対
応
し
た

学
校
教
育
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
幼
児
、
児
童
、
生
徒

が
英
語
に
触
れ
る
機
会

を
創
出
す
る
た
め
、
学

校
に
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
や
中

高
生
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
力
の
向
上
を
図
り
、

幼
児
、
児
童
、
生
徒
が
将
来
、
国
際
化
社
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）教
育

体
験
学
習

　
地
域
住
民
と

の
ふ
れ
合
い
や

郷
土
に
根
ざ
し

た
体
験
活
動
を

と
お
し
て
、

地
域
に
開
か

れ
た
学
校

づ
く
り
を

進
め
て
い

ま
す
。

学
力
向
上
事
業

ICT 教育風景

田植え体験

縄ない体験

収穫体験

ALT教育

交通安全教室

　
学
力
向
上
支
援
員
を
各

学
校
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
児
童
生
徒
の
習
熟
度

に
応
じ
た
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
学
習
到

達
度
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
個
別
指
導
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

学力向上支援員

　
美
里
町
に
は
、
幼
稚
園
が
３
園
、
小
学
校
が
６
校
、
中
学

校
が
３
校
、
高
校
が
２
校
（
小
牛
田
農
林
高
校
と
南
郷
高
校
）、

特
別
支
援
学
校
が
２
校
（
小
牛
田
高
等
学
園
、
聴
覚
支
援
学

校
小
牛
田
校
）
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
生
徒
数
の
減
少
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
等
を
踏

ま
え
、
３
校
あ
る
中
学
校
を
１
校
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
、

令
和
７
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
、
駅
東
地
区
に
新
た
な

中
学
校
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
で
は
、
部
活
動
に
必
要
な
消
耗
品
の
購
入
や
大

会
へ
の
参
加
に
係
る
負
担
金
、
交
通
費
等
の
助
成
を
行
い
、

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、専
門
的
な
知
識
や
技
能
、

豊
富
な
経
験
を
有
す
る
部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
で
は
、「
教

育
環
境
の
充
実
」と「
人

材
の
育
成
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
新
中
学
校
整
備
等
事

業
で
は
、民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
や
技
術
能
力

の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
と
民
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
事
業
を
推
進
で

き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
中
学
校

が
社
会
に
開
か
れ
、
生

徒
が
多
様
な
学
ぶ
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
民
を
は
じ
め

と
し
た
多
様
な
主
体
と

関
わ
り
な
が
ら
社
会
が

支
え
る
学
校
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
、生
徒
に
と
っ

て
心
が
落
ち
着
き
安
ら

ぐ
よ
う
な
環
境
で
あ
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
り
誇
り
を
持
て
る
学

校
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

つな
がる

新中学校完成イメージ
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が
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こ
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る
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ま
す
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つな
がる
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地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
親
し
み
や
す
い
資

料
館
を
目
指
し
、
平
成
29
年
８
月
に
開
館
し

ま
し
た
。
地
域
で
使
用
さ
れ
て
き
た
農
具
や

民
具
、
町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
等

の
文
化
財
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ

ニ
企
画
展
や
体
験
講
座
・
学
習
講
座
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
郷
土
資
料
の
収
集
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館

図 

書 

館

　
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
美
里
町
長
杯
行
政
区
対
抗
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
、
総
勢
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

が
団
体
の
部
、
個
人
の
部
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

郷土資料館内の展示品（農具
や民具など）

学習講座

南郷図書館

町民ギャラリー

絵本の読み聞かせ

小牛田図書館（近代文学館内）

教　育
生涯学習

トレーニングセンター

美里町体育協会　武田会長

インタビュー

ボッチャ体験風景（小牛田小
学校PTA活動）

　
非
接
触
型
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
個
人
戦
、
ペ
ア
戦
、
団

体
戦
と
あ
り
、
老
若
男
女
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、誰
も
が
と
も
に
楽
し
み
、

競
い
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル

大
会
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
競
技
と
し
て
採
用
さ

れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ひ
と
め
ぼ
れ

　
　
　
マ
ラ
ソ
ン

　
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
ひ
と
め
ぼ
れ

マ
ラ
ソ
ン
。
全
国
各
地
か
ら
ラ
ン
ナ
ー

が
集
ま
り
、
田
園
風
景
を
颯
爽
と
走
り

抜
け
ま
す
。
大
会
に
は
コ
ス
プ
レ
姿
の

ラ
ン
ナ
ー
も
い
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
ゴ
ル
フ
大
会

ボ
ッ
チ
ャ
と
は

　美里町体育協会では、町の
スポーツ施設の指定管理業務
や町とともにひとめぼれマラ
ソンやグラウンド・ゴルフ大
会を開催するなど、スポーツ
の振興に取り組んでいます。
少子高齢化が進む中で、
今後は、子どもからお
年寄りまで楽しめるス
ポーツの推進をとお
して、世代間交流
にもつなげていき
たいと考えていま
す。

つな
がる

　
町
内
に
は
小
牛
田
図
書
館
（
近
代
文
学
館
内
）
と
南

郷
図
書
館
の
２
つ
の
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
図
書
の
貸

し
出
し
だ
け
で
は
な
く
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代
文
学
館
内
に

は
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
千
葉
亀
雄
記
念
文
学
室
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
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　震災後に家族で駅東地区に移住してきました。JR小牛田駅からも近く、通勤にとても便利です。
また、自然豊かな町で、子どもたちも大らかな心で育っていけると感じています。小学校では課外
活動も盛んに行われており、今後建設される新中学校もとても楽しみにしています。
　私は、移住後に、町で開催された「美里女子」養成セミナーに参加し、様々な年代、職業の方と
交流する機会を持つことができました。今では、セミナーをとおして知り合ったメンバーと、町の
イベントに参加したり、自分たちでイベントを企画・開催したりと積極的に活動しています。ま
た、育児サークルの立ち上げにも参加し、今は、「結」をテーマに様々な人が楽しめる、交流の場
を作っていきたいと考えています。
　これからもこの町で、多くの人と交流の輪を広げていきたいと思っています。

　平成30年に東京から美里町に夫婦で移住してきました。過ごしやすい気候で、大崎平野の雰囲
気や美味しいお米、懐かしいヒバリの鳴き声が移住の決め手でした。都会では感じられないほど
空は広く、水と空気もきれいで、ゆったりした時間を過ごすことができています。また、自然豊
かな美里町では、マガンの越冬など、動植物をとおして四季を感じることができ、毎日が新鮮で
楽しく過ごせています。
　この町での暮らしを県外の知人に紹介したところ好
評で、令和4年に冊子の形で「こごた便り」を出版
し、美里町の総合案内所で販売しています。
　美里町、特に駅東地区はＪＲ小牛田駅から近く、仙
台で働く妻も助かっています。ヴァイオリン演奏者で
ある妻は、音楽をとおして地域の方々と交流の輪を広
げています。
　この町には良いところがまだまだいっぱいあると感
じています。私もその発見と発信のお手伝いをしてい
ければと考えています。

「美里女子」養成セミナー「小牛田朝市」出店

　
若
者
の
移
住
定
住
や
住
民
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
美
し
く
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
安
全
・
安
心
で
快
適

に
生
活
で
き
る
「
く
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、高
齢
者
が
「
生
き
が
い
」

や
「
や
り
が
い
」
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
元
気
に
く
ら
せ
る
た
め
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

く
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
美
里
町
で
は
、
町
内
に
持
家
を
取
得
し
定

住
し
よ
う
と
す
る
方
や
空
き
家
を
活
用
し
よ

う
と
す
る
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
情
報
に
つ
い
て
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住

定
住
促
進
奨
励
事
業

移住者インタビュー
葛西美智子さん
ファミリー

移住者インタビュー

橋本和博さん・
泰子さんご夫妻

ゆとりーと（駅東住宅）

　
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
４
０
０
人
を
超
え
る
消
防
団
員
が
大

崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
と
連
携
し
、
消
火
支
援
や

水
防
な
ど
の
消
防
団
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は

遠
田
警
察
署
や
遠
田
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
協

力
し
て
、
交
通
安
全
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全

消
防
団
活
動
、
交
通
安
全
啓
発

交通安全運動

救命ボート取扱訓練

消防演習風景

まちづくり

空き家情報は
こちらから つな

がる
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　令和４年から町立南郷病院の
院長に就任し、外来診察や入院
患者の回診、訪問診療、各種健
診など幅広く取り組んでいま
す。
　南郷病院は地域医療の提供と
救急を含む一次医療としての役
割を担っています。引き続き、
大崎圏域の他の病院と協力、連
携を図りながら、持続可能な医
療体制を構築していきたいと考
えています。
　地域に密着し、住民から頼ら
れる病院であり続けられるよ
う、これからも努めてまいりま
す。

インタビュー

町立南郷病院　菅原院長

　社会福祉法人美里町社会福祉協議会では、「一人ひとりが手
をとりあって、ともにいきいきと暮らせるまち　みさと」を目
指して、地域福祉の推進に取り組んでいます。
　その中で私は、生活支援コーディネーターとして、地域で行
われている活動や住民同士のつながりの大切さや効果につい
て、広報紙(みさと社協だより・おげんきですか。)などで、広
く周知し、さらなる活動の活性化と他地域への波及を目指して
います。また、高齢者の生活課題などを把握し、対応策や解決
策について、地域の様々な団体の皆さんと話し合いを重ね、①
気軽に集まれる“通いの場づくり”、②地域について“話し合
う場づくり”、③ちょっとした困りごとに対応できる“しくみ
づくり”を進めています。
　何歳になっても人と人とのつながりの中で楽しみをもって生
活ができるよう、そして、この町に住んで良かったと思える地
域づくりを目標に、これからも頑張っていきたいと思います。

インタビュー

社会福祉法人美里町社会福祉協議会
生活支援コーディネーター　高橋 さん

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

い
き
い
き
百
歳
体
操

い
き
い
き
百
歳
体
操

　
美
里
町
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
美
里

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
介
護

予
防
や
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
身
近
な
場
所
で
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
介
護
予
防

を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
主

体
の
「
通
い
の
場
」
を
継
続
的
に
拡
大

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
南
郷
地
域
で
は
住

民
バ
ス
に
替
え
て
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

高
齢
に
よ
り
自
動
運

転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
方
な
ど
が
通

院
や
買
い
物
等
で
出

か
け
る
際
に
、
そ
の

移
動
手
段
と
し
て
役

立
っ
て
い
ま
す
。

デマンドタクシーデマンドタクシー

み
さ
と
元
気
塾

み
さ
と
元
気
塾

　
美
里
町
で
は
、
社
会
福
祉

法
人
美
里
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
体
力
測
定
や

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
運
動

や
学
習
を
と
お
し
て
高
齢
者

が
地
域
の
中
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
に
ス
ト
レ
ッ

チ
や
転
倒
予
防
等
の
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。

まちづくり

　
美
里
町
で
は
、
高
齢
者
を

年
齢
や
心
身
の
状
況
等
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
る
こ
と
の

な
い
、
住
民
主
体
の
介
護
予

防
の
通
い
の
場
を
充
実
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
と
お
し
て
、

参
加
者
や
通
い
の
場
が
継
続

的
に
拡
大
し
て
い
け
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
を
活
用

し
た
取
組
に
よ
り
、
介
護
予

防
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
立
南
郷
病
院

町
立
南
郷
病
院

　
町
立
南
郷
病
院
は
、
内
科
、

外
科
、
小
児
科
、
眼
科
、
整
形

外
科
の
診
療
科
目
を
備
え
、
本

町
に
お
け
る
地
域
医
療
の
拠
点

と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
で
は
、
大
崎
地
域
近

隣
市
町
お
よ
び
広
域
的
医
療
圏

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

住
民
が
適
切
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
医

療
全
体
の
体
制
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
。

ラジオ体操（峯山）

くらしのサポーター養成講座

つな
がる
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馬
鈴
薯
畑

　
大
崎
平
野
の
豊
か
な
耕
土
が
広
が
る
美
里
町
で
は
、
古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
美
里
町
で
は
、
農
業
分

野
に
お
け
る
最
新
機
械
・
設
備
・
技
術
の
導
入
や
水
田
で
の
畑
作
転
換
、
二
毛
作
を
推
進
し
な
が
ら
、
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
の
分
散
化
、
標
準
化
に
よ
る
経
営
体
質
の
強
化
、
産
地
化
、
法
人
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
材

育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
通
じ
て
、
農
業
の
魅
力
の
向
上
と
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
町
内

産
農
産
物
等
を
用
い
た
商
品
開
発
や
そ
の
販
路
開
拓
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、起
業
、創
業
や
生
業
な
ど
を
広
く
含
め
た
「
し
ご
と
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

力
強
い
産
業
が
い
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り

産　業

　
二
つ
の
一
級
河
川
が
貫
流

す
る
美
里
町
は
、
肥
沃
な
大

地
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
稲

作
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

サ
サ
ニ
シ
キ
や
ひ
と
め
ぼ
れ

な
ど
、
数
多
く
の
品
種
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
特
産
品

で
あ
る
北
浦

梨
。
明
治
時
代

か
ら
１
０
０
年

以
上
の
栽
培
の

歴
史
を
持
ち
ま

す
。
県
内
４
大
産
地
の
１
つ
に
数
え

ら
れ
、
幸
水
や
豊
水
、
長
十
郎
な
ど

様
々
な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
里
町
を
代
表
す
る
秋
の
味
覚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
に
は
県
内
唯
一
の
家
畜
市
場
「
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市

場
」
が
あ
り
ま
す
。
家
畜
市
場
で
は
子
牛
等
の
せ
り
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
生
産
農
家
ら
が
一
堂
に
会
し
て
家
畜
改
良
や
飼
育
技

術
の
成
果
を
披
露
す
る
畜
産
共
進
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
作

麦
作

畜
産

北
浦
梨

町では、若手農業者を対象に、
目指す将来像や課題を語り合う
ワークショップを開催しました。

美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
支
援

　
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
よ

り
深
刻
化
す
る
中
で
、

集
落
営
農
組
織
の
法
人

化
に
向
け
た
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
担
い

手
の
確
保
と
農
業
施
策

の
円
滑
な
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
法
人
化
し

た
生
産
団
体
で
は
、
町

内
産
米
を
海
外
へ
輸
出

す
る
取
組
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
経
営
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
10
月
に
、
国
内
最
大
級
の
レ
タ
ス

工
場
「
美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
が
竣
工
し
ま

し
た
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
環
境
制
御
装
置
を
活

用
す
る
な
ど
、
近
代

農
業
を
体
現
す
る
生
産

施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
生
産
さ
れ

た
レ
タ
ス
は
、
業
務

用
と
し
て
中
食
や
外

食
で
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
家
庭
用
の
ホ
ー

ル
野
菜
と
し
て
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
販
売
さ

れ
、
各
家
庭
の
食
卓

を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
は
県
内
の
小
麦
収
穫
量

の
内
約
３
割
を
占
め
る
、
県
内
有

数
の
産
地
で
す
。
ま
た
、
町
内
産

小
麦
「
夏
黄
金
」
を
使
用
し
た
パ

ン
は
町
内
の
学
校
給
食
で
も
提
供

さ
れ
て
お
り
、
地
産
地
消
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
鈴
薯
の
生
産
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
宮
城
県
ポ
テ

ト
生
産
者
協
議
会
で

は
、
加
工
用
馬
鈴
薯

の
契
約
栽
培
を
行
う

と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
生
産
拡
大
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

若手農業者　小野寺良太 さん

インタビュー

　東日本大震災を機に地元
へ戻り、就農しました。現在

は、両親や妻とともに、水稲や
大豆、野菜を生産しています。農業は大
変なことも多いですが、やりがいや楽し
さも感じています。また、美里町は肥沃
で平坦な大地が広がり、基盤整備も進ん
でいることから、農業に適した環境だと
思います。一方で、若手農家は少ないと感
じており、研修会への参加をとおして、若
手農業者同士の横のつながりを作るととも
に、自分たちの考えを積極的に発信して
いくことが大切であると感じています。
　今後は、自分も美里町の中心農家と
なって、担い手を引っ張っていける存在
になりたいと考えています。

な
つ
こ
が
ね

つな
がる
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二
つ
の
一
級
河
川
が
貫
流

す
る
美
里
町
は
、
肥
沃
な
大

地
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
稲

作
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

サ
サ
ニ
シ
キ
や
ひ
と
め
ぼ
れ

な
ど
、
数
多
く
の
品
種
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
特
産
品

で
あ
る
北
浦

梨
。
明
治
時
代

か
ら
１
０
０
年

以
上
の
栽
培
の

歴
史
を
持
ち
ま

す
。
県
内
４
大
産
地
の
１
つ
に
数
え

ら
れ
、
幸
水
や
豊
水
、
長
十
郎
な
ど

様
々
な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
里
町
を
代
表
す
る
秋
の
味
覚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
に
は
県
内
唯
一
の
家
畜
市
場
「
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市

場
」
が
あ
り
ま
す
。
家
畜
市
場
で
は
子
牛
等
の
せ
り
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
生
産
農
家
ら
が
一
堂
に
会
し
て
家
畜
改
良
や
飼
育
技

術
の
成
果
を
披
露
す
る
畜
産
共
進
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
作

麦
作

畜
産

北
浦
梨

町では、若手農業者を対象に、
目指す将来像や課題を語り合う
ワークショップを開催しました。

美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
支
援

　
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
よ

り
深
刻
化
す
る
中
で
、

集
落
営
農
組
織
の
法
人

化
に
向
け
た
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
担
い

手
の
確
保
と
農
業
施
策

の
円
滑
な
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
法
人
化
し

た
生
産
団
体
で
は
、
町

内
産
米
を
海
外
へ
輸
出

す
る
取
組
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
経
営
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
10
月
に
、
国
内
最
大
級
の
レ
タ
ス

工
場
「
美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
が
竣
工
し
ま

し
た
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
環
境
制
御
装
置
を
活

用
す
る
な
ど
、
近
代

農
業
を
体
現
す
る
生
産

施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
生
産
さ
れ

た
レ
タ
ス
は
、
業
務

用
と
し
て
中
食
や
外

食
で
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
家
庭
用
の
ホ
ー

ル
野
菜
と
し
て
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
販
売
さ

れ
、
各
家
庭
の
食
卓

を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
は
県
内
の
小
麦
収
穫
量

の
内
約
３
割
を
占
め
る
、
県
内
有

数
の
産
地
で
す
。
ま
た
、
町
内
産

小
麦
「
夏
黄
金
」
を
使
用
し
た
パ

ン
は
町
内
の
学
校
給
食
で
も
提
供

さ
れ
て
お
り
、
地
産
地
消
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
鈴
薯
の
生
産
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
宮
城
県
ポ
テ

ト
生
産
者
協
議
会
で

は
、
加
工
用
馬
鈴
薯

の
契
約
栽
培
を
行
う

と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
生
産
拡
大
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

若手農業者　小野寺良太 さん

インタビュー

　東日本大震災を機に地元
へ戻り、就農しました。現在

は、両親や妻とともに、水稲や
大豆、野菜を生産しています。農業は大
変なことも多いですが、やりがいや楽し
さも感じています。また、美里町は肥沃
で平坦な大地が広がり、基盤整備も進ん
でいることから、農業に適した環境だと
思います。一方で、若手農家は少ないと感
じており、研修会への参加をとおして、若
手農業者同士の横のつながりを作るととも
に、自分たちの考えを積極的に発信して
いくことが大切であると感じています。
　今後は、自分も美里町の中心農家と
なって、担い手を引っ張っていける存在
になりたいと考えています。

な
つ
こ
が
ね

つな
がる
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産　業

　
美
里
町
で
は
、
平
成
29
年
11
月
に
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

「Kiribi

（
キ
リ
ビ
）」
を
開
所
し
ま
し
た
。
働
き
方
が
多
様
化

す
る
現
代
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
観
に
し
ば
ら
れ
な
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
い
る
中
、
起
業
す
る
人

た
ち
の
「
し
ご
と
」
が
生
ま
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

創
業
や
経
営
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
と
お
し
て
、

起
業
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　私は、美里町起業サポートセンター「Kiribi」で毎月１回、起
業・創業に向けた相談を行っています。起業に向けて、何度でも
利用していただけるのが特徴で、年間の相談件数は50件を超えま
す。
　５年間で10人以上の方が起業され、相談者からは、「この相談
があることが、安心につながっている」との声をいただいていま
す。継続した起業支援を行うことは、「誰でもチャレンジでき
る」地域の形成につながっていると感じています。
　多様な生き方が求められる現代で、今後も起業支援を続けてい
きたいと考えています。

インタビュー

起業支援の株式会社スリーデイズ　伊藤代表

起業       支援

　
農
業
が
盛
ん
な
美
里
町

で
は
、
数
多
く
の
農
作
物

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
豊
富
な
食

材
を
い
か
し
、
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
が
町

内
農
産
物
等
を
用
い
た
商

品
開
発
に
取
り
組
む
際

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

商品開発を支援

　J R 小牛田駅から徒歩 14 分。名称は、旅立ちに当た
り火打ち石を用いて火花を起こす「切火」が由来で、
起業者の無事や事業の成功を願い命名されました。

　事業 P R や販売促進のための SNS 活用を学ぶ
セミナー

　起業・創業に関する各種
セミナーや相談会が開催さ
れるほか、充実した環境で
しごとができるよう、利用
者専用スペースの貸し出し

（有料）も行っています。

　マジコが販売する、
町内産の赤紫蘇をふん
だんに使用した地ビー
ル。色鮮やかな赤色の
ビールは、見た目だけ
でなく、味も最高です。

Kiribi 外観

Kiribi 内の様子

SNS 活用セミナー

　チャレンジする女性を育て、それを応援す
る女性を集めることで、女性の起業促進を図
るセミナー

「美里女子」養成セミナー

　JA 新みやぎが販売す
る、地元野菜を使用した
商品。醤油麹・ネギラー油・
ネギキムチ味があり、ご
はんがどんどん進みます。

　
美
里
町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
地
域
資
源
を
い
か
し
た
催

事
開
催
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
様
々
な
場
所
で
個
性
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

農産物直売所「花野果市場」

美里町総合案内所

催
事
開
催
支
援
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
創
出

催
事
開
催
支
援
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
創
出

開発商品の一部は、
花野果市場

　　（農産物直売所）や
美里町総合案内所

　　（ＪＲ小牛田駅構内）でも
販売されています。

ぜひ、お立ち寄りください。

ミサトミライ

DoTaBaTaライトマルシェ

食と音楽とハンドメイドでつながるイベント

でんえん土田畑村で開かれる「聴く・食べる・
体験する」をテーマとしたイベント

ごはんのおとも

美里ノ赤紫蘇エール

　美里町では、販売促進に関する研修会を開催するとともに、（一
社）美里町物産観光協会と連携し、各種販売会やイベントにお
いて、事業者の販売促進活動を支援しています。

販売促進支援

つな
がる
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産　業

　
美
里
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で
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29
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11
月
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起
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サ
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ト
セ
ン
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「Kiribi

（
キ
リ
ビ
）」
を
開
所
し
ま
し
た
。
働
き
方
が
多
様
化

す
る
現
代
に
お
い
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れ
ま
で
の
仕
事
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に
し
ば
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れ
な
い

ラ
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フ
ス
タ
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ル
を
選
ぶ
人
が
増
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る
中
、
起
業
す
る
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た
ち
の
「
し
ご
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が
生
ま
れ
る
環
境
を
整
備
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と
と
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に
、

創
業
や
経
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に
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す
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各
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の
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を
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、

起
業
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の
皆
さ
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を
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援
し
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い
ま
す
。

　私は、美里町起業サポートセンター「Kiribi」で毎月１回、起
業・創業に向けた相談を行っています。起業に向けて、何度でも
利用していただけるのが特徴で、年間の相談件数は50件を超えま
す。
　５年間で10人以上の方が起業され、相談者からは、「この相談
があることが、安心につながっている」との声をいただいていま
す。継続した起業支援を行うことは、「誰でもチャレンジでき
る」地域の形成につながっていると感じています。
　多様な生き方が求められる現代で、今後も起業支援を続けてい
きたいと考えています。

インタビュー

起業支援の株式会社スリーデイズ　伊藤代表
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農
業
が
盛
ん
な
美
里
町

で
は
、
数
多
く
の
農
作
物

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
豊
富
な
食

材
を
い
か
し
、
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
が
町

内
農
産
物
等
を
用
い
た
商

品
開
発
に
取
り
組
む
際

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

商品開発を支援

　J R 小牛田駅から徒歩 14 分。名称は、旅立ちに当た
り火打ち石を用いて火花を起こす「切火」が由来で、
起業者の無事や事業の成功を願い命名されました。

　事業 P R や販売促進のための SNS 活用を学ぶ
セミナー

　起業・創業に関する各種
セミナーや相談会が開催さ
れるほか、充実した環境で
しごとができるよう、利用
者専用スペースの貸し出し

（有料）も行っています。

　マジコが販売する、
町内産の赤紫蘇をふん
だんに使用した地ビー
ル。色鮮やかな赤色の
ビールは、見た目だけ
でなく、味も最高です。

Kiribi 外観

Kiribi 内の様子

SNS 活用セミナー

　チャレンジする女性を育て、それを応援す
る女性を集めることで、女性の起業促進を図
るセミナー

「美里女子」養成セミナー

　JA 新みやぎが販売す
る、地元野菜を使用した
商品。醤油麹・ネギラー油・
ネギキムチ味があり、ご
はんがどんどん進みます。

　
美
里
町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
地
域
資
源
を
い
か
し
た
催

事
開
催
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
様
々
な
場
所
で
個
性
豊
か
な
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ベ
ン
ト

が
開
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さ
れ
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

農産物直売所「花野果市場」

美里町総合案内所

催
事
開
催
支
援
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
創
出

催
事
開
催
支
援
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
創
出

開発商品の一部は、
花野果市場

　　（農産物直売所）や
美里町総合案内所

　　（ＪＲ小牛田駅構内）でも
販売されています。

ぜひ、お立ち寄りください。

ミサトミライ

DoTaBaTaライトマルシェ

食と音楽とハンドメイドでつながるイベント

でんえん土田畑村で開かれる「聴く・食べる・
体験する」をテーマとしたイベント

ごはんのおとも

美里ノ赤紫蘇エール

　美里町では、販売促進に関する研修会を開催するとともに、（一
社）美里町物産観光協会と連携し、各種販売会やイベントにお
いて、事業者の販売促進活動を支援しています。

販売促進支援

つな
がる
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春4月
April6月

June

August

November
5月～10月
May October12月

December

秋
ひ
と
め
ぼ
れ
マ
ラ
ソ
ン

活
き
生
き
田
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
牛
田
朝
市

　
世
界
一
の
大
俵
が
会
場
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
始
ま
っ

た
こ
の
お
祭
り
は
、
長
ぐ
つ
飛
ば
し
大

会
な
ど
、
農
業
の
町
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
夜
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
会
場
の
近
く
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
は
迫
力
満
点
で
す
。

●
期
　日
／
６
月
上
旬

●
場
　所
／
野
外
活
動
施
設 

ほ
か

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
鹿
島
台
駅
か
ら
車

　
　
　
　
　
で
10
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
線
路
を
一
部
開
放
し
電
車
を
間

近
で
見
ら
れ
る
車
両
展
示
や
線
路

点
検
用
車
両
（
レ
ー
ル
ス
タ
ー
）

の
試
乗
な
ど
、
駅
な
ら
で
は
の
お

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
場
で
は
、
県
内
外
の
高
校
生
に

よ
る
熱
い
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

●
期
　日
／
８
月
上
旬

●
場
　所
／
小
牛
田
駅
周
辺

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
直
結

●
駐
車
場
／
あ
り

　
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
色
鮮
や
か
な
花

火
が
美
里
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
打
ち

上
げ
前
に
は
花
火
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
期
　日
／
８
月
中
旬

●
場
　所
／
牛
飼
水
辺
公
園

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
車
で

　
　
　
　
　
10
分
、
徒
歩
30
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
田
園
地
帯
を
駆
け
抜
け
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
。
５
㎞
や
10
㎞
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
親
子

ペ
ア
２
㎞
の
コ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
に
は
豚
汁
と
美
里
町
産
の
新
米
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
る
ほ
か
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

特
産
品
の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン

以
外
で
も
楽
し
め
ま
す
。

●
期
　日
／
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

●
場
　所
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
周
辺
特
設
コ
ー
ス

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
車
で

　
　
　
　
　
８
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

こ
ご
た
ど
ん
と
祭

　
宮
城
県
北
部
で
行
わ
れ
る
ど
ん
と
祭
と
し
て
は
最

大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
裸
参
り
や
和
太
鼓
演
奏
も
奉

納
さ
れ
ま
す
。
毎
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
会
場
に

は
た
く
さ
ん
の
出
店
も
並
び
、
寒
さ
を
和
ら
げ
て
く

れ
ま
す
。

　
小
牛
田
公
園
内
に
は
約
１
０
０
本
の

桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
桜
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る
４
月

に
は
、
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
踊
り

や
出
店
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
つ

り
期
間
中
は
、
夜
間
に
桜
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
期
　間
／
４
月
中
旬
〜
下
旬

●
場
　所
／
小
牛
田
公
園

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら

　
　
　
　
　
徒
歩
10
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り
（
若
干
数
）

え
き
フ
ェ
ス
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

11月
8月

冬

こ
ご
た
桜
ま
つ
り

1月
January

　
新
鮮
な
野
菜
や
農
産
加
工
品
、
花
や
植
木
な
ど

様
々
な
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
に
は
盆
市
が
、
12
月
に
は
歳
の
市
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

●
期
　間
／
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
。

　
　
　
　
　
８
月
の
お
盆
の
時
期
に
は
「
盆
市
」
が
、

　
　
　
　
　
12
月
下
旬
に
は
「
歳
の
市
」
が
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　※

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

●
時
　間
／
朝
６
時
〜

●
場
　所
／
小
牛
田
駅
前
公
園

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
徒
歩
２
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
四
季
を
と
お
し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
、
強
い
絆
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

春
夏
秋
冬
、
世
代
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り

イベント

つな
がる

夏

み
さ
と
花
火

20



春4月
April6月

June

August

November
5月～10月
May October12月

December

秋
ひ
と
め
ぼ
れ
マ
ラ
ソ
ン

活
き
生
き
田
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
牛
田
朝
市

　
世
界
一
の
大
俵
が
会
場
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
始
ま
っ

た
こ
の
お
祭
り
は
、
長
ぐ
つ
飛
ば
し
大

会
な
ど
、
農
業
の
町
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
夜
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
会
場
の
近
く
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
は
迫
力
満
点
で
す
。

●
期
　日
／
６
月
上
旬

●
場
　所
／
野
外
活
動
施
設 

ほ
か

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
鹿
島
台
駅
か
ら
車

　
　
　
　
　
で
10
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
線
路
を
一
部
開
放
し
電
車
を
間

近
で
見
ら
れ
る
車
両
展
示
や
線
路

点
検
用
車
両
（
レ
ー
ル
ス
タ
ー
）

の
試
乗
な
ど
、
駅
な
ら
で
は
の
お

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
場
で
は
、
県
内
外
の
高
校
生
に

よ
る
熱
い
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

●
期
　日
／
８
月
上
旬

●
場
　所
／
小
牛
田
駅
周
辺

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
直
結

●
駐
車
場
／
あ
り

　
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
色
鮮
や
か
な
花

火
が
美
里
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
打
ち

上
げ
前
に
は
花
火
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
期
　日
／
８
月
中
旬

●
場
　所
／
牛
飼
水
辺
公
園

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
車
で

　
　
　
　
　
10
分
、
徒
歩
30
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
田
園
地
帯
を
駆
け
抜
け
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
。
５
㎞
や
10
㎞
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
親
子

ペ
ア
２
㎞
の
コ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
に
は
豚
汁
と
美
里
町
産
の
新
米
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
る
ほ
か
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

特
産
品
の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン

以
外
で
も
楽
し
め
ま
す
。

●
期
　日
／
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

●
場
　所
／
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レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
周
辺
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設
コ
ー
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●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
車
で

　
　
　
　
　
８
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

こ
ご
た
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ん
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祭
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城
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ま
す
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ま
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出
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も
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す
。
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０
０
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、
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の
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迎
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催
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踊
り

や
出
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賑
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い
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。
ま
た
、
ま
つ

り
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中
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夜
間
に
桜
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ラ
イ
ト

ア
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プ
さ
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、
夜
桜
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
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／
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旬
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場
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小
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田
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交
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／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
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10
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程
度
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え
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Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
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8月

冬

こ
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た
桜
ま
つ
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1月
January
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鮮
な
野
菜
や
農
産
加
工
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、
花
や
植
木
な
ど

様
々
な
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
８
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に
は
盆
市
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、
12
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に
は
歳
の
市
が
開
催
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ま
す
。

●
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５
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の
毎
週
日
曜
日
。

　
　
　
　
　
８
月
の
お
盆
の
時
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に
は
「
盆
市
」
が
、

　
　
　
　
　
12
月
下
旬
に
は
「
歳
の
市
」
が
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　※

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

●
時
　間
／
朝
６
時
〜

●
場
　所
／
小
牛
田
駅
前
公
園

●
交
　通
／
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
か
ら
徒
歩
２
分
程
度

●
駐
車
場
／
あ
り

　
四
季
を
と
お
し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
、
強
い
絆
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

春
夏
秋
冬
、
世
代
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り

イベント
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がる

夏

み
さ
と
花
火

21



　
豊
か
な
耕
土
が
広
が
る
美
里
町
で
は
、
お
米
や
梨
な
ど
多
く
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

醤
油
や
味
噌
、
日
本
酒
な
ど
加
工
品
も
数
多
く
あ
り
、
食
に
富
ん
だ
町
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
す
っ
ぽ
こ
汁
」
は
、昔
か
ら
受
け
継
が
れ
る
、美
里
町
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
里
町
自
慢
の
豊
穣
の
大
地
か
ら
の
贈
り
物

特産品

　美里町周辺に明
治以前から伝わる
精進料理。季節の
野菜と油揚げ、
こんにゃくなど
の温麵（うーめ
ん）を加えてあ
んかけにしたも
のです。元々は仏
事の本膳の後にお
手伝いの方々に振る
舞ったものと言われ、昔
懐かしいおふくろの味です。
秋から冬にかけて、期間限定メニューとし
て町内の飲食店でも提供されます。 みさとの

逸　品

　美里町では、様々なサイトからふるさと納税を受け付けていま
す。寄附金は寄付者の意向に沿って、町の事業を実施する際に役
立てています。返礼品も数多く取り揃えていますので、左記のＱ
Ｒコードからお申込みください。

美里町
ふるさと納税

美味しい  楽しい 美里町
　（一社）美里町物産観光協会で
は、各種イベントの開催や町内産
品の販売促進をとおして、町のPR
や活性化に取り組んでいます。
　町面積の約７割を農地が占める
    美里町には、様々な農産物や
   農産加工品が数多くあります。
今後も、若い人のアイデアを取り
入れながら、地域一丸となって、
町を盛り上げていきます！
　皆さん、ぜひ一度、美里町へ来
て、見て、そして、美味しい食材
を味わってください！

　皆さんに喜んでいただけ
るよう、手間暇をかけて
生産しています。朝取り
イチゴは町の農産物直売所
「花野果市場」で販売されます。

イ チ ゴ

地 酒

ハチミツ
北浦梨・アッピー

米

山の神まんじゅう

ハム・ソーセージ

大豆加工品（みそ・しょうゆ等）

ばら・ばら加工品

　明治時代から栽培される
北浦梨。毎年秋になると、
国道１０８号線沿いに梨を販
売する露店が立ち並び、県内外からみずみずしい梨を求める買い物客で賑わい、秋の
風物詩となっています。また、全国的にも珍しい、りんごのような梨「アッピー」も
販売されています。

　ばらは美里町の町花でもあり、町内
で栽培されるばらは、これまで数々の
賞に輝いています。また、その花びら
を使用した染液で染め上げた（ばら染
めした）シルク製品は、町の工芸品と
なっています。

　美里町を代表する地酒「黄金澤」。昔ながらの伝統的製法
「山廃仕込み」で作られるお酒は、旨味とこくがあり、あき
のこない味わいが自慢です。全国新酒鑑評会では、これまで
に何度も金賞を受賞しています。

　安産の神様で知られる美
里町の山神社にちなんだ銘
菓。古くから参詣の人々に
愛されてきました。国産大
豆を使用し、甘さ控えめの
粒あんで仕上げた薄皮まん
じゅうです。

　宮城県産を中心に東北産のみの豚肉を原料に使用した手作り
ハム・ソーセージ。特性漬け込み液でじっくり熟成させ、桜
チップで燻製し、丁寧に仕上げられています。自然の旨味が
ぎっしり詰まっています。

　大豆の生産が盛んな美里町では、味噌
や醬油といった大豆加工品が古くから作
られてきました。伝統的な製法で作られ
る味噌・醤油は、風味豊かな味わいがあ
ります。また、その他にも多くの大豆加
工品があります。

すっぽこ汁

　日本ミツバチが、
江合川沿いに咲く
四季折々の花々か
ら採取した蜜を非
加熱で瓶詰めにし
ています。希少価
値が高く、濃厚な
コクと甘みの中に
僅かな酸味を感じ
させる商品です。

　ササニシキやひとめぼれなど
の銘柄米が生産されています。
また、餅など、米加工品も多く
作られています。

（一社）美里町物産観光協会　渡邉会長

インタビュー

つな
がる
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豊
か
な
耕
土
が
広
が
る
美
里
町
で
は
、
お
米
や
梨
な
ど
多
く
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

醤
油
や
味
噌
、
日
本
酒
な
ど
加
工
品
も
数
多
く
あ
り
、
食
に
富
ん
だ
町
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
す
っ
ぽ
こ
汁
」
は
、昔
か
ら
受
け
継
が
れ
る
、美
里
町
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
里
町
自
慢
の
豊
穣
の
大
地
か
ら
の
贈
り
物

特産品

　美里町周辺に明
治以前から伝わる
精進料理。季節の
野菜と油揚げ、
こんにゃくなど
の温麵（うーめ
ん）を加えてあ
んかけにしたも
のです。元々は仏
事の本膳の後にお
手伝いの方々に振る
舞ったものと言われ、昔
懐かしいおふくろの味です。
秋から冬にかけて、期間限定メニューとし
て町内の飲食店でも提供されます。 みさとの

逸　品

　美里町では、様々なサイトからふるさと納税を受け付けていま
す。寄附金は寄付者の意向に沿って、町の事業を実施する際に役
立てています。返礼品も数多く取り揃えていますので、左記のＱ
Ｒコードからお申込みください。

美里町
ふるさと納税

美味しい  楽しい 美里町
　（一社）美里町物産観光協会で
は、各種イベントの開催や町内産
品の販売促進をとおして、町のPR
や活性化に取り組んでいます。
　町面積の約７割を農地が占める
    美里町には、様々な農産物や
   農産加工品が数多くあります。
今後も、若い人のアイデアを取り
入れながら、地域一丸となって、
町を盛り上げていきます！
　皆さん、ぜひ一度、美里町へ来
て、見て、そして、美味しい食材
を味わってください！

　皆さんに喜んでいただけ
るよう、手間暇をかけて
生産しています。朝取り
イチゴは町の農産物直売所
「花野果市場」で販売されます。

イ チ ゴ

地 酒

ハチミツ
北浦梨・アッピー

米

山の神まんじゅう

ハム・ソーセージ

大豆加工品（みそ・しょうゆ等）

ばら・ばら加工品

　明治時代から栽培される
北浦梨。毎年秋になると、
国道１０８号線沿いに梨を販
売する露店が立ち並び、県内外からみずみずしい梨を求める買い物客で賑わい、秋の
風物詩となっています。また、全国的にも珍しい、りんごのような梨「アッピー」も
販売されています。

　ばらは美里町の町花でもあり、町内
で栽培されるばらは、これまで数々の
賞に輝いています。また、その花びら
を使用した染液で染め上げた（ばら染
めした）シルク製品は、町の工芸品と
なっています。

　美里町を代表する地酒「黄金澤」。昔ながらの伝統的製法
「山廃仕込み」で作られるお酒は、旨味とこくがあり、あき
のこない味わいが自慢です。全国新酒鑑評会では、これまで
に何度も金賞を受賞しています。

　安産の神様で知られる美
里町の山神社にちなんだ銘
菓。古くから参詣の人々に
愛されてきました。国産大
豆を使用し、甘さ控えめの
粒あんで仕上げた薄皮まん
じゅうです。

　宮城県産を中心に東北産のみの豚肉を原料に使用した手作り
ハム・ソーセージ。特性漬け込み液でじっくり熟成させ、桜
チップで燻製し、丁寧に仕上げられています。自然の旨味が
ぎっしり詰まっています。

　大豆の生産が盛んな美里町では、味噌
や醬油といった大豆加工品が古くから作
られてきました。伝統的な製法で作られ
る味噌・醤油は、風味豊かな味わいがあ
ります。また、その他にも多くの大豆加
工品があります。

すっぽこ汁

　日本ミツバチが、
江合川沿いに咲く
四季折々の花々か
ら採取した蜜を非
加熱で瓶詰めにし
ています。希少価
値が高く、濃厚な
コクと甘みの中に
僅かな酸味を感じ
させる商品です。

　ササニシキやひとめぼれなど
の銘柄米が生産されています。
また、餅など、米加工品も多く
作られています。

（一社）美里町物産観光協会　渡邉会長
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海
の
貝
を
出
土
す
る
縄

文
時
代
早
期
の
貝
塚
。
旧

東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北

大
学
）
に
よ
っ
て
県
内
で

は
比
較
的
早
い
昭
和
13
年

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

出
土
遺
物
が
標
識
資
料
と

し
て
広
く
縄
文
研
究
に
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
縄
文
海
進
の
証
拠
と

し
て
も
知
ら
れ
、
学
術
的

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
26
年
８
月

１
日
に
町
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

町
指
定
史
跡

素
山
貝
塚

　
古
墳
時
代
中
期
の
古

墳
で
、
直
径
50
ｍ
の
円

墳
状
を
し
て
お
り
、
町

内
で
も
最
大
級
の
大
き

さ
で
す
。
北
東
３
０
０

ｍ
程
に
あ
る
京
銭
塚
古

墳
を
は
じ
め
周
辺
に
は

大
小
の
古
墳
が
密
集
し

て
お
り
、
鳴
瀬
川
流
域

に
お
け
る
古
墳
の
集
積

地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

保
土
塚
古
墳

　
縄
文
時
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
の
複
合
遺
跡

で
す
。
集
落
を
守
る
防

御
的
性
格
を
持
つ
古
墳

時
代
の
大
溝
が
高
く
評

価
さ
れ
、
昭
和
51
年
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
史
跡
公

園
と
し
て
、
歴
史
学
習

に
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
方
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡

山
前
遺
跡

町指定有形文化財
「後藤の朱槍」

　
現
在
、
広
大
な
水
田
を
抱
え

る
南
郷
地
域
で
は
、
明
治
期
以

後
、
急
速
に
成
長
し
た
豪
農
が

土
地
を
集
積
し
、
地
主
と
し
て

台
頭
し
は
じ
め
ま
す
。
中
で
も

野
田
家
は
、
道
路
や
橋
の
整

備
、
病
院
や
学
校
の
建
設
な

ど
、
地
元
へ
の
投
資
を
惜
し
ま

ず
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　
木
花
佐
久
夜
比
賣
命
、
大
山

咋
命
、
天
照
大
御
神
、
誉
田
別

命
を
祭
神
と
し
、
子
授
け
・
安

産
の
神
様
と
し
て
古
く
か
ら
東

北
地
方
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
安
産
祈
願
の
際
に
い

た
だ
く
神
枕
（
お
守
り
）
の
な

ら
わ
し
は
、
こ
の
小
牛
田
山
神

社
が
発
祥
で
す
。
平
成
29
年
に

遷
座
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
社
会
的
に
も
文

化
的
に
も
大
き
く
揺
れ
動

い
た
時
代
に
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
文
芸
評
論
家
と

し
て
生
き
た
千
葉
亀
雄

は
、
鋭
い
時
代
感
覚
で
常

に
未
来
を
意
識
し
、
ペ
ン

を
休
ま
せ
る
こ
と
な
く
時

代
を
写
し
出
し
ま
し
た
。

近
代
文
学
館
内
に
併
設
さ

れ
る
千
葉
亀
雄
記
念
文
学

室
に
は
、
そ
ん
な
彼
を
偲

ぶ
、
愛
用
品
の
数
々
や
記

念
写
真
な
ど
約
１
６
０
点

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
不
動
堂
地
区
を
藩
政
時
代
に
治

め
た
後
藤
家
に
、
代
々
引
き
継
が

れ
て
き
た
２
本
の
朱
槍
が
あ
り
ま

す
。
織
田
信
長
か
ら
賜
っ
た
と
い

う
伝
説
と
と
も
に
、
鑑
定
に
よ
り

判
明
し
た
室
町
時
代
と
い
う
制
作

年
代
、
朱
漆
で
塗
ら
れ
た
柄
が
残

る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
28
年
７
月
１
日
に
美
里
町
で

は
初
と
な
る
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
栗
駒
や
一
迫
か
ら
南
部

神
楽
が
伝
わ
り
、
地
域
の
人
々
が
精
進
を
重
ね
て

「
関
根
神
楽
」
「
不
動
堂
神
楽
」
と
し
て
成
立
し
ま

し
た
。
地
域
の
祭
り
に
は
、
太
鼓
や
鉦
の
音
と
と
も

に
勇
壮
な
舞
の
披
露
が
欠
か
せ
ず
、
今
な
お
人
々
の

心
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
東
北
三
十
六
不
動
尊
に
数
え
ら
れ
て
い
る

真
言
宗
の
お
寺
で
す
。
本
尊
で
あ
る
「
不
動

明
王
」
の
ほ
か
、
開
基
以
来
の
秘
仏
「
大
聖

歓
喜
天
」
、
町
内
最
古
の
仏
像
と
い
わ
れ
る

寺
宝
「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
像
」
な
ど
を
祀

り
、
古
く
か
ら
の
密
教
と
神
仏
混
淆
の
伝
統

を
今
も
保
っ
て
い
ま
す
。

鶴頭城跡

世界農業遺産

神
寺
松
景
院
の

　不
動
明
王

　平成29年12月12日、「世界農業遺産（GIAHS：ジアス）」の
審査結果が、FAO（国連食糧農業機関）より公表され、大崎地域
が申請した「大崎耕土の巧みな水管理による水田農業システム」
が世界農業遺産に認定されました。大崎地域の世界農業遺産認定
は、東北で初の認定となります。
　江合川、鳴瀬川の流域に広がる水田農業地帯として発展してき
た大崎地域は、「やませ」による冷害や地形的要因による洪水、
渇水が頻発する三重苦とも言える厳しい自然環境の中、中世以
降、取水堰や隧道・潜穴、水路、ため池などの水利施設を流域全
体に築くとともに、相互扶助組織「契約講」を基盤とする水管理
体制を整えることで、「巧みな水管理」を柱とした水田農業が展
開され、「大崎耕土」と称される豊饒の大地を形成してきまし
た。また、農業が育んできた豊かな農文化や水田や水路、水田の
中に浮かぶ森のような屋敷林「居久根」のつながりが豊かな湿地
生態系を育み、多様な動植物が存在する独特の農村景観を形成し
ています。この農業や農業が育む文化、生物多様性、美しく機能
的な農村景観が一体となった農業システムが、未来に残すべき
「生きた遺産」として世界農業遺産に認定されました。

野
田
家

南
郷
の
篤
志
家

山神社

　
樹
齢
７
５
０
年
と
い
わ
れ
、
古
来
、
旅
人
の
目
印
と
し

て
重
宝
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
槻
（
ツ
キ
）
は
ケ

ヤ
キ
の
古
名
で
あ
り
、
同
種
の
樹
木
で
す
。
幹
や
根
の
表

面
は
綺
麗
で
あ
り
、
樹
勢
が
非
常
に
良
く
、
枝
の
張
り
具

合
も
見
事
で
す
。
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
下
ろ
し
た
根

張
り
、
幹
の
力
強
さ
、
枝
振
り
、
樹
皮
の
風
合
い
等
は
、

今
な
お
見
る
者
を
圧
倒
さ
せ
る
威
容
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
鳴
瀬
川
と
江
合
川
が
潤
す
豊
か
な
大
地
が
広
が
る
美
里
町
。
こ
の
地
で
は
、
古
く
は
縄
文
時
代
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
国
指
定
史
跡
山
前
遺
跡
や
町
指
定
史
跡
素
山
貝
塚
の
出
土
品
か
ら
は
、
当
時
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
台
藩
の
宿
老
と
し
て
藩
政
の
要
職
を
務
め
た
後
藤
家
や
、
明
治
期
以
後
に
地
主
と
し
て
私
財
を
投
じ
て
地
域
発
展
に

寄
与
し
た
野
田
家
な
ど
に
よ
っ
て
、
美
里
町
の
基
礎
は
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
文
化
財
や
祭
礼
、
伝
統
芸
能
な
ど
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化
は
、
今
と
昔
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
架
け
橋

と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
人
に
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化

歴史・伝統・文化

千葉亀雄記念文学室 町
指
定
天
然
記
念
物

　十
王
山
の
槻
の
木

　
西
舘
と
も

不
動
堂
要
害

と
も
い
わ
れ

る
、
中
世
か

ら
近
世
に
わ

た
る
城
跡
。

藩
政
期
に
は

伊
達
二
十
一

要
害
の
一
つ

と
し
て
重
要

な
拠
点
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
元
和
６
年(

１
６
２
０

年)

、
後
に
仙
台
藩
の
宿
老
を
務
め
る
後

藤
家
が
移
封
さ
れ
、
今
に
至
る
地
域
の

礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
鶴
頭

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
の
名
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
関
根
神
楽
」  「
不
動
堂
神
楽
」

関根神楽

不動堂神楽

つな
がる
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海
の
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縄
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時
代
早
期
の
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。
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県
内
で
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和
13
年

に
発
掘
調
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が
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、

出
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遺
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が
標
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と

し
て
広
く
縄
文
研
究
に
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
縄
文
海
進
の
証
拠
と

し
て
も
知
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、
学
術
的

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
26
年
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月

１
日
に
町
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
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指
定
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古
墳
時
代
中
期
の
古

墳
で
、
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径
50
ｍ
の
円

墳
状
を
し
て
お
り
、
町

内
で
も
最
大
級
の
大
き

さ
で
す
。
北
東
３
０
０

ｍ
程
に
あ
る
京
銭
塚
古

墳
を
は
じ
め
周
辺
に
は

大
小
の
古
墳
が
密
集
し

て
お
り
、
鳴
瀬
川
流
域

に
お
け
る
古
墳
の
集
積

地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

保
土
塚
古
墳

　
縄
文
時
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
の
複
合
遺
跡

で
す
。
集
落
を
守
る
防

御
的
性
格
を
持
つ
古
墳

時
代
の
大
溝
が
高
く
評

価
さ
れ
、
昭
和
51
年
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
史
跡
公

園
と
し
て
、
歴
史
学
習

に
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
方
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡

山
前
遺
跡
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「後藤の朱槍」

　
現
在
、
広
大
な
水
田
を
抱
え

る
南
郷
地
域
で
は
、
明
治
期
以

後
、
急
速
に
成
長
し
た
豪
農
が

土
地
を
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、
地
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と
し
て
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ま
す
。
中
で
も

野
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家
は
、
道
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や
橋
の
整

備
、
病
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や
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校
の
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な
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、
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元
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投
資
を
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し
ま
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、
地
域
の
発
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に
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花
佐
久
夜
比
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命
、
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山

咋
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、
天
照
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御
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、
誉
田
別

命
を
祭
神
と
し
、
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授
け
・
安

産
の
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様
と
し
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古
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東

北
地
方
で
信
仰
さ
れ
て
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ま

す
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特
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安
産
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願
の
際
に
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た
だ
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（
お
守
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の
な

ら
わ
し
は
、
こ
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小
牛
田
山
神

社
が
発
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で
す
。
平
成
29
年
に

遷
座
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
社
会
的
に
も
文

化
的
に
も
大
き
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揺
れ
動
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た
時
代
に
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と

し
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千
葉
亀
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鋭
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時
代
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に
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来
を
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、
ペ
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を
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せ
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こ
と
な
く
時

代
を
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し
出
し
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し
た
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近
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学
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内
に
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れ
る
千
葉
亀
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記
念
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学

室
に
は
、
そ
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な
彼
を
偲

ぶ
、
愛
用
品
の
数
々
や
記

念
写
真
な
ど
約
１
６
０
点

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
不
動
堂
地
区
を
藩
政
時
代
に
治

め
た
後
藤
家
に
、
代
々
引
き
継
が

れ
て
き
た
２
本
の
朱
槍
が
あ
り
ま

す
。
織
田
信
長
か
ら
賜
っ
た
と
い

う
伝
説
と
と
も
に
、
鑑
定
に
よ
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判
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し
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室
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時
代
と
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う
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作

年
代
、
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で
塗
ら
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た
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が
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る
こ
と
な
ど
が
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、
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７
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１
日
に
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形
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に
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や
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り
、
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進
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と
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し
ま
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た
。
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に
は
、
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や
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の
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と
と
も

に
勇
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な
舞
の
披
露
が
欠
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せ
ず
、
今
な
お
人
々
の

心
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
東
北
三
十
六
不
動
尊
に
数
え
ら
れ
て
い
る

真
言
宗
の
お
寺
で
す
。
本
尊
で
あ
る
「
不
動

明
王
」
の
ほ
か
、
開
基
以
来
の
秘
仏
「
大
聖

歓
喜
天
」
、
町
内
最
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の
仏
像
と
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る
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薬
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光
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来
像
」
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ど
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祀

り
、
古
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か
ら
の
密
教
と
神
仏
混
淆
の
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を
今
も
保
っ
て
い
ま
す
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世界農業遺産

神
寺
松
景
院
の

　不
動
明
王

　平成29年12月12日、「世界農業遺産（GIAHS：ジアス）」の
審査結果が、FAO（国連食糧農業機関）より公表され、大崎地域
が申請した「大崎耕土の巧みな水管理による水田農業システム」
が世界農業遺産に認定されました。大崎地域の世界農業遺産認定
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美里町役場本庁舎
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至大崎市
（古川）

国道108号
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JR陸前谷地駅

至大崎市（田尻）

遠田橋

中北橋 小牛田橋

野田橋

3
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2

文化とつながる

2 文化会館
　昭和 54 年（1979 年）に
開館した歴史ある会館。831
の座席数を誇るホールでは学
生の定期演奏会や芸術鑑賞
会、地元の団体による発表会
などが行われています。また、
クラシックや歌謡コンサート
も行われています。

3 近代文学館（小牛田図書館）
　平成 2年（1990年）開館。
1 階は約 12 万点の資料を所
蔵する町の図書館で、2 階に
は美術作品の展示や学習会に
利用できる町民ギャラリー
や、視聴覚会議室を構えます。
また、外観に姿を見せるのは、
郷土ゆかりのジャーナリスト
であり文筆家の千葉亀雄。2
階の記念文学室では、遺品約
160 点が常時展示されていま
す。

人とつながる

6 小牛田駅前公園（小牛田朝市）

　JR 小牛田駅にほど近い小牛田駅前公園では、毎週日曜日
（5 月～10 月）に恒例行事「小牛田朝市」が行われます。
早朝 6 時から限定的に開かれている市場で、野菜や果物、
漬物、パン、発酵食品など様々な商品が並び、町内のみな
らず町外からも出店者が集まります。その歴史は半世紀以
上とも言われ、地域に根付いた行事となっています。

　町が運営するシェアオフィスで、実業家やフリーランス
の方々が利用しています。また、コンサルタントの来訪や
交流会なども行われ、ビジネスサポートも充実しています。

1 起業サポートセンター
「K i r i b i」

自然とつながる

4 小牛田公園
　素山公園とも呼ばれ、春になると敷地内に植えられた
ソメイヨシノが一斉に咲き誇ります。そのため桜の名所
としても知られており、4 月の「桜祭り」は町の恒例イ
ベントとなっています。また、公園内には SL 展示や木製
遊具等もあり、休日は家族連れで賑わいます。

田園風景
　町内面積の約 7 割を水田や畑が占め、自然と調和する
実り豊かな美里町。町の基幹産業を支える風景で、海も
山もないことが特徴のひとつです。大空に映る朝日や夕
日のまばゆい光が、自然ならではの幻想的な世界を演出
してくれます。

編集：美里町地域おこし協力隊

美里町公認キャラクター
みさとまちこちゃん

【プロフィール】
　五穀豊穣をつかさどる大地の神様が、平成 18 年 1 月 1 日に
美里町の誕生を祝い生み育んだ豊作成就の申し子です。田んぼ
や畑が大好きでバラの妖精ちゃんといつも一緒に遊んでいます。「みさとまちこ
ちゃん」が現れる場所には豊かな実りがもたらされ、ふるさと「美里町」の人々
を豊かさと幸せに導くといわれています。バラの妖精ちゃんは、抱きしめるとバ
ラの甘い香りがして、人々を優しい幸せな気持ちにしてくれます。
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シルバー人材センター
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至涌谷町

至涌谷町

至涌谷町

江合川

鳴瀬川

国道108号

県道涌谷・三本木線

石巻・鹿島台・色麻線

至石巻市（河南）

至石巻市（河南）

県道河南・南郷線
県道河南・南郷線

5

7

8

9

アクセス

食とつながる

JR小牛田駅

7 農産物直売所「花野果市場」
　南郷地域の直売所。地域の
方々が提供する地場産の野菜
や漬物をはじめ、もち加工品
やお惣菜なども取り揃えられ
ており、平日でも多くの人が
買い物に訪れます。また、農
家レストランも併設されてお
り、家庭料理や郷土料理を楽
しむこともできます。

　JR 小牛田駅は、宮城県内では仙台駅に次いで 2
番目に多くの路線が乗り入れる駅。そのため電車で
のアクセスが非常にスムーズです。また、2 本の国
道も通っているため、近隣の地方都市への通勤・通
学圏内として定住する人も多く、住み良い状況下に
あります。JR 小牛田駅には、町内や隣の大崎市を結
ぶ住民バスも乗り入れています。

北浦梨
　北浦地区は、県内を代表す
る梨の生産地。約 30 軒の農
家が栽培しており、幸水や豊
水など品種も豊富です。毎年
8 月下旬頃から収穫が始まる
と、秋を迎える 9 月には道沿
いに多くの直売店が立ち並
び、町内外から梨を買い求め
る人が行列をつくります。

8 でんえん土田畑村
　ゆったりとした自然に囲まれながら、木の優しい温
もりや香りを楽しめる宿泊施設。多彩なレイアウトの
ログハウスは、ファミリーでの旅行やスポーツチーム
の合宿、会社の研修など幅広い用途で利用され、敷地
内では BBQ を楽しむこともできます。また、ランチ
に利用できるカフェも併設されています。

美里で楽しむ
サイクリングロード
　鳴瀬川の堤防沿いに、なだらかな道のりが続く全長 15.2km のサイクリングロード。
平野が続く美里ならではのアクティビティとも言え、見晴らしが良い場所で風を切り、
気分爽快な時間を楽しむことができます。

9 スイミングセンター
　子どもから大人まで手頃な価格で利用するこ
とができる施設で、25mプールや多目的プール、
幼児プールがあります。また、スイミングスクー
ルも開かれています。

ケアハウスいなほ

美里町
つながり
マップ

鉄道

自動車

交通アクセス

J R 東北本線
小牛田駅下車 ( 仙台駅から 45 分 )

 東北新幹線
古川駅から陸羽東線経由・
小牛田駅下車 ( 古川駅から 12 分）

東北自動車道 古川 I C から 13 ㎞
三陸自動車道 松島北 I C から 20 ㎞

B
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上とも言われ、地域に根付いた行事となっています。

　町が運営するシェアオフィスで、実業家やフリーランス
の方々が利用しています。また、コンサルタントの来訪や
交流会なども行われ、ビジネスサポートも充実しています。
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4 小牛田公園
　素山公園とも呼ばれ、春になると敷地内に植えられた
ソメイヨシノが一斉に咲き誇ります。そのため桜の名所
としても知られており、4 月の「桜祭り」は町の恒例イ
ベントとなっています。また、公園内には SL 展示や木製
遊具等もあり、休日は家族連れで賑わいます。

田園風景
　町内面積の約 7 割を水田や畑が占め、自然と調和する
実り豊かな美里町。町の基幹産業を支える風景で、海も
山もないことが特徴のひとつです。大空に映る朝日や夕
日のまばゆい光が、自然ならではの幻想的な世界を演出
してくれます。
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び、町内外から梨を買い求め
る人が行列をつくります。

8 でんえん土田畑村
　ゆったりとした自然に囲まれながら、木の優しい温
もりや香りを楽しめる宿泊施設。多彩なレイアウトの
ログハウスは、ファミリーでの旅行やスポーツチーム
の合宿、会社の研修など幅広い用途で利用され、敷地
内では BBQ を楽しむこともできます。また、ランチ
に利用できるカフェも併設されています。

美里で楽しむ
サイクリングロード
　鳴瀬川の堤防沿いに、なだらかな道のりが続く全長 15.2km のサイクリングロード。
平野が続く美里ならではのアクティビティとも言え、見晴らしが良い場所で風を切り、
気分爽快な時間を楽しむことができます。

9 スイミングセンター
　子どもから大人まで手頃な価格で利用するこ
とができる施設で、25mプールや多目的プール、
幼児プールがあります。また、スイミングスクー
ルも開かれています。

ケアハウスいなほ

美里町
つながり
マップ

鉄道

自動車

交通アクセス

J R 東北本線
小牛田駅下車 ( 仙台駅から 45 分 )

 東北新幹線
古川駅から陸羽東線経由・
小牛田駅下車 ( 古川駅から 12 分）

東北自動車道 古川 I C から 13 ㎞
三陸自動車道 松島北 I C から 20 ㎞

B
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東京都足立区民祭り

協定締結式 協定締結式

友好都市「福島県会津美里町」との交流
（あやめ祭り出店）

（山形県最上町との「災害時相互応援協定調印式」） （宮城三菱自動車販売株式会社との
「災害時等における電動車両及び給電装置の
　貸与に関する協力協定」）

　美里町は、平成28年３月に株式会社楽天
野球団（東北楽天ゴールデンイーグルス）と
パートナー協定を締結しています。また、令
和４年４月には本町を含む県内全市町村がベ
ガルタ仙台のホームタウンとなりました。美
里町では、チームとの交流をとおして、ス
ポーツの振興と青少年の健全な育成に取り組
んでいます。

スポーツ

この他にも、美里町では、産学官金労言との連携による、
民間活力を最大限に生かした取組を推進しています。

中高生アメリカ派遣事業

ウィノナ訪町団 受入事業

ふれあい事業（稲 刈り・餅つき体験）

　
美
里
町
で
は
美
里
町
国
際
交

流
協
会
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ノ
ナ

市
と
の
中
学
生
、
高
校
生
の
相

互
訪
問
を
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
授
業
体
験
を
行
う
な
ど

ウ
ィ
ノ
ナ
市
と
の
絆
を
深
め
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
の
駅

東
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
ウ
ィ
ノ

ナ
市
ウ
ィ
ン
ダ
ム
公
園
に
あ
る

ウ
ィ
ノ
ナ
姫
の
像
と
同
じ
像
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
相
互
の
関

係
の
深
さ
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

　
美
里
町
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
国
際
交

流
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
外
国
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
外

国
人
の
方
々
と
交
流
し
、
町
民
の
国
際

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
美
里
町
の

国
際
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

JR 小牛田駅 駅東のウィノナ姫の像

国際交流 オー
タ

ム
フ

ェ
ス

タ

　
美
里
町
で
は
、
平
成
19
年
10
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州

の
ウ
ィ
ノ
ナ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
国
際
化
が
進
む

現
代
に
お
い
て
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
外
国
人

に
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
で
き
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

国際交流
　
美
里
町
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
福
島
県
会
津
美
里
町
を
始
め
、
東
松
島
市
、
山
形
県
最
上
町
、
東
京
都
足
立
区
や
兵
庫
県
富

岡
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
物
資
供
給
等
に
つ
い
て
民
間
事
業

者
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
万
が
一
の
緊
急
事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
会
津
美
里
町
や
東
京
都
足
立
区
と
イ
ベ

ン
ト
等
を
通
じ
た
交
流
も
続
け
て
い
ま
す
。

連
携
・
協
力
し
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

地域連携・協定

美里町  国際交流協会  鎌田会長

インタビュー

楽天イーグルス野球教室（2018年）

ベガルタ選手によるサッカー教室
（2022年）

つな
がる

つな
がる

　美里町国際交流協会は、国際性豊かな
人材育成、異文化への相互理解と幅広い
交流活動の定着を目指し、平成９年に設
立されました。
　現在は、200人を超える会員ととも
に、中高生を中心としたウィノナ市と
の相互訪問、食を通した交流会
（オータムフェスタ）、県内の留学生
等を対象とした稲刈りや餅つきなどの
日本の文化体験（ふれあい事業）と
いった交流事業を実施しています。
　若い人には、ぜひ、海外に出て生の交
流をとおして多くの刺激を受けてもらい
たいです。また、そこから、自国を見直
すきっかけと、今後の活動につなげて
いってもらえたら幸いです。

ウ
ィ
ノ
ナ
訪
町
団
受
入
事
業
・
中
高
生
ア
メ
リ
カ
派
遣
事
業

国
際
交
流
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

28
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里町では、チームとの交流をとおして、ス
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スポーツ

この他にも、美里町では、産学官金労言との連携による、
民間活力を最大限に生かした取組を推進しています。

中高生アメリカ派遣事業

ウィノナ訪町団 受入事業

ふれあい事業（稲 刈り・餅つき体験）

　
美
里
町
で
は
美
里
町
国
際
交

流
協
会
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ノ
ナ

市
と
の
中
学
生
、
高
校
生
の
相

互
訪
問
を
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
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授
業
体
験
を
行
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な
ど

ウ
ィ
ノ
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市
と
の
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を
深
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い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
の
駅

東
ロ
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ー
に
は
、
ウ
ィ
ノ
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市
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ム
公
園
に
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。
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交
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平
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15
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ら
国
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交

流
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タ
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フ
ェ
ス
タ
を
実
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ま
す
。
外
国
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
外

国
人
の
方
々
と
交
流
し
、
町
民
の
国
際

理
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を
深
め
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と
と
も
に
、
美
里
町
の

国
際
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推
進
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て
い
ま
す
。

JR 小牛田駅 駅東のウィノナ姫の像

国際交流 オー
タ

ム
フ

ェ
ス
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美
里
町
で
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平
成
19
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10
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に
ア
メ
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合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州

の
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ノ
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市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
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ま
す
。
国
際
化
が
進
む

現
代
に
お
い
て
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
外
国
人

に
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
で
き
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

国際交流
　
美
里
町
で
は
、
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好
都
市
で
あ
る
福
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会
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美
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町
を
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め
、
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に
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の
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等
に
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事
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、
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事
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に
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す
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ま
た
、
福
島
県
会
津
美
里
町
や
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京
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と
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等
を
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交
流
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て
い
ま
す
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連
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協
力
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助
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ま
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地域連携・協定
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ベガルタ選手によるサッカー教室
（2022年）

つな
がる
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がる

　美里町国際交流協会は、国際性豊かな
人材育成、異文化への相互理解と幅広い
交流活動の定着を目指し、平成９年に設
立されました。
　現在は、200人を超える会員ととも
に、中高生を中心としたウィノナ市と
の相互訪問、食を通した交流会
（オータムフェスタ）、県内の留学生
等を対象とした稲刈りや餅つきなどの
日本の文化体験（ふれあい事業）と
いった交流事業を実施しています。
　若い人には、ぜひ、海外に出て生の交
流をとおして多くの刺激を受けてもらい
たいです。また、そこから、自国を見直
すきっかけと、今後の活動につなげて
いってもらえたら幸いです。

ウ
ィ
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入
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メ
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業
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際
交
流
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
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「美里町」誕生

美里町公認キャラクター「みさ
と

ま
ち

こ
ち

ゃ
ん

」
誕

生

東日本大震 災

「大崎耕土」が世界農業 遺産に認定

SL・DL 東北 DC 陸羽東線

号
が

運
行

「
で

んえん土田畑村」がリニューアルオープン

平
成
18
年
　
　 

１
月
　
　
小
牛
田
町
と
南
郷
町
が
合
併
し
、
美
里
町
が
誕
生

　
　
　
　
　
　 

３
月
　
　
小
牛
田
駅
東
西
自
由
通
路
が
開
通

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
青
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

６
月
　
　
美
里
町
が
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　
町
章
、
町
花
（
ば
ら
）、
町
木
（
は
な
み
ず
き
）
が
決
定

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
南
郷
図
書
館
が
開
館

平
成
19
年
　
　 

６
月
　
　
駅
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
ウ
ィ
ノ
ナ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

平
成
20
年
　
　 

３
月
　
　
練
牛
小
学
校
が
閉
校

　
　
　
　
　
　 

３
月
　
　
新
浄
水
場
が
竣
工

　
　
　
　
　
　 

６
月
　
　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
５
強
）

平
成
21
年
　
　 

４
月
　
　
下
二
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
駅
東
口
に
ウ
ィ
ノ
ナ
姫
の
像
が
完
成

平
成
22
年
　
　 

４
月
　
　
ふ
ど
う
ど
う
幼
稚
園
が
開
園

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
不
動
堂
中
学
校
、
南
郷
中
学
校
に
武
道
場
が
完
成

平
成
23
年
　
　 

３
月
　
　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
（
町
内
震
度
６
強
）

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
美
里
町
産
業
復
興
祭
を
開
催

平
成
24
年
　
　 

４
月
　
　
中
二
郷
中
央
区
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
平
和
を
考
え
る
つ
ど
い
in
美
里
を
開
催

平
成
25
年
　
　 

１
月
　
　
こ
ご
た
幼
稚
園
が
開
園

 

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
小
島
行
政
区
内
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置

平
成
26
年
　
　 

１
月
　
　
南
郷
庁
舎
に
美
里
町
納
付
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
所

　
　
　
　
　
　 

５
月
　
　「
第
１
回
食
っ
て
み
ら
in
美
里
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
宮
城
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
in
美
里
」
を
開
催

平
成
27
年
　
　 

４
月
　
　
南
郷
地
域
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
開
始

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
出
来
川
の
越
流
堤
が
決
壊

平
成
28
年
　
　 

１
月
　
　
美
里
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
　
　
　
　
　 

１
月
　
　
美
里
町
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
さ
と
ま
ち
こ
ち
ゃ
ん
」
誕
生

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　「
美
里
町
学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

平
成
29
年
　
　 

８
月
　
　
郷
土
資
料
館
が
開
館

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
山
神
社
遷
座
百
年
記
念
大
祭
が
開
催

　
　
　
　
　
　 

11
月
　
　
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「Kiribi

」
が
開
所

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
美
里
町
を
含
む
「
大
崎
耕
土
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

平
成
30
年
　
　 

７
月
　
　
樹
齢
７
５
０
年
を
超
え
る
「
十
王
山
の
槻
ノ
木
」
を
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

平
成
31
年
　
　 

３
月
　
　
美
里
町
内
郵
便
局
・
古
川
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

令
和
元
年
　
　 

10
月
　
　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
令
和
元
年
台
風
19
号
）
が
発
生

令
和
２
年
　
　 

８
月
　
　「
リ
ゾ
ー
ト
み
の
り
」
の
最
終
運
行
・
引
退

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
第
１
回
小
牛
田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催

令
和
３
年
　
　 

２
月
　
　
２
０
２
１
年
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
５
強
）

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
新
過
疎
法
に
基
づ
き
南
郷
地
域
が
「
一
部
過
疎
」
に
認
定

　
　
　
　
　
　 

５
月
　
　
で
ん
え
ん
土
田
畑
村
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
町
内
産
小
麦
「
夏
黄
金
」
使
用
の
学
校
給
食
用
パ
ン
を
供
給
開
始

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
SL
・
DL
東
北
DC
陸
羽
東
線
号
が
運
行

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
国
内
最
大
級
の
レ
タ
ス
工
場
「
美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
竣
工

令
和
４
年
　
　 

３
月
　
　
２
０
２
２
年
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
６
弱
）

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
南
郷
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
新
築

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　
令
和
４
年
７
月
豪
雨
災
害
が
発
生

　
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
の
市
町
村
制
施
行
か
ら
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）

の
小
牛
田
町
、
南
郷
町
の
誕
生
、
そ
し
て
、
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
は
、
今
の

美
里
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
美
里
町
誕
生
か
ら
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

美
里
町
誕
生
か
ら
現
在
ま
で

あゆみ

つな

がる・つなげる
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「美里町」誕生

美里町公認キャラクター「みさ
と

ま
ち

こ
ち

ゃ
ん

」
誕

生

東日本大震 災

「大崎耕土」が世界農業 遺産に認定

SL・DL 東北 DC 陸羽東線

号
が

運
行

「
で

んえん土田畑村」がリニューアルオープン

平
成
18
年
　
　 

１
月
　
　
小
牛
田
町
と
南
郷
町
が
合
併
し
、
美
里
町
が
誕
生

　
　
　
　
　
　 

３
月
　
　
小
牛
田
駅
東
西
自
由
通
路
が
開
通

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
青
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

６
月
　
　
美
里
町
が
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　
町
章
、
町
花
（
ば
ら
）、
町
木
（
は
な
み
ず
き
）
が
決
定

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
南
郷
図
書
館
が
開
館

平
成
19
年
　
　 

６
月
　
　
駅
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
ウ
ィ
ノ
ナ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

平
成
20
年
　
　 

３
月
　
　
練
牛
小
学
校
が
閉
校

　
　
　
　
　
　 

３
月
　
　
新
浄
水
場
が
竣
工

　
　
　
　
　
　 

６
月
　
　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
５
強
）

平
成
21
年
　
　 

４
月
　
　
下
二
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
駅
東
口
に
ウ
ィ
ノ
ナ
姫
の
像
が
完
成

平
成
22
年
　
　 

４
月
　
　
ふ
ど
う
ど
う
幼
稚
園
が
開
園

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
不
動
堂
中
学
校
、
南
郷
中
学
校
に
武
道
場
が
完
成

平
成
23
年
　
　 

３
月
　
　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
（
町
内
震
度
６
強
）

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
美
里
町
産
業
復
興
祭
を
開
催

平
成
24
年
　
　 

４
月
　
　
中
二
郷
中
央
区
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
平
和
を
考
え
る
つ
ど
い
in
美
里
を
開
催

平
成
25
年
　
　 

１
月
　
　
こ
ご
た
幼
稚
園
が
開
園

 

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
小
島
行
政
区
内
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置

平
成
26
年
　
　 

１
月
　
　
南
郷
庁
舎
に
美
里
町
納
付
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
所

　
　
　
　
　
　 

５
月
　
　「
第
１
回
食
っ
て
み
ら
in
美
里
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
宮
城
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
in
美
里
」
を
開
催

平
成
27
年
　
　 
４
月
　
　
南
郷
地
域
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
開
始

　
　
　
　
　
　 
９
月
　
　
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
出
来
川
の
越
流
堤
が
決
壊

平
成
28
年
　
　 

１
月
　
　
美
里
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
　
　
　
　
　 

１
月
　
　
美
里
町
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
さ
と
ま
ち
こ
ち
ゃ
ん
」
誕
生

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　「
美
里
町
学
校
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

平
成
29
年
　
　 

８
月
　
　
郷
土
資
料
館
が
開
館

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
山
神
社
遷
座
百
年
記
念
大
祭
が
開
催

　
　
　
　
　
　 

11
月
　
　
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「Kiribi

」
が
開
所

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
美
里
町
を
含
む
「
大
崎
耕
土
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

平
成
30
年
　
　 

７
月
　
　
樹
齢
７
５
０
年
を
超
え
る
「
十
王
山
の
槻
ノ
木
」
を
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

平
成
31
年
　
　 

３
月
　
　
美
里
町
内
郵
便
局
・
古
川
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

令
和
元
年
　
　 

10
月
　
　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
令
和
元
年
台
風
19
号
）
が
発
生

令
和
２
年
　
　 

８
月
　
　「
リ
ゾ
ー
ト
み
の
り
」
の
最
終
運
行
・
引
退

　
　
　
　
　
　 

12
月
　
　
第
１
回
小
牛
田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催

令
和
３
年
　
　 

２
月
　
　
２
０
２
１
年
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
５
強
）

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
新
過
疎
法
に
基
づ
き
南
郷
地
域
が
「
一
部
過
疎
」
に
認
定

　
　
　
　
　
　 

５
月
　
　
で
ん
え
ん
土
田
畑
村
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
町
内
産
小
麦
「
夏
黄
金
」
使
用
の
学
校
給
食
用
パ
ン
を
供
給
開
始

　
　
　
　
　
　 

９
月
　
　
SL
・
DL
東
北
DC
陸
羽
東
線
号
が
運
行

　
　
　
　
　
　 

10
月
　
　
国
内
最
大
級
の
レ
タ
ス
工
場
「
美
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ー
ス
」
竣
工

令
和
４
年
　
　 

３
月
　
　
２
０
２
２
年
福
島
県
沖
地
震
が
発
生
（
町
内
震
度
６
弱
）

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
南
郷
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
新
築

　
　
　
　
　
　 

４
月
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任

　
　
　
　
　
　 

７
月
　
　
令
和
４
年
７
月
豪
雨
災
害
が
発
生

　
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
の
市
町
村
制
施
行
か
ら
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）

の
小
牛
田
町
、
南
郷
町
の
誕
生
、
そ
し
て
、
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
は
、
今
の

美
里
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
美
里
町
誕
生
か
ら
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

美
里
町
誕
生
か
ら
現
在
ま
で

あゆみ

つな

がる・つなげる
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教育環境の整備（新中学校完成イメージ）

キッチンカーフェスタ

美里グリーンベース

　
美
里
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
指
針
と
な
る
美
里
町
総
合
計

画
・
美
里
町
総
合
戦
略
を
平
成
28

年
３
月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
令
和
22
年
度
を
将
来
目
標

に
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
目
標

人
口
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
目
標
の
達
成
に
向
け
、「
教
育
・

文
化
」、「
保
健・医
療・福
祉
」、「
産

業
振
興
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、「
行

財
政
」
の
５
つ
の
分
野
か
ら
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
第
２
次
の
計
画
期
間
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
人
の
和
を
大
切
に
、

住
民
と
行
政
が
と
も
に
力
を
出
し
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
、

一
人
一
人
が
輝
き
、「
幸
せ
」
と
「
豊

か
さ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

教育・文化

教育・文化

保健・医療・福祉 産業振興 コミュニティ 行財政

生
涯
を
と
お
し
て

学
び
楽
し
む

ま
ち
づ
く
り

保健・医療・福祉

健
や
か
で

安
心
な

ま
ち
づ
く
り

産業振興

力
強
い
産
業
が

い
き
づ
く

ま
ち
づ
く
り

教育の振興

1

１

2 5443

【
教
育
の
振
興
】

　
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
小
中
学
生
に
お
け
る
基
礎
学
力
の
向
上
に
対
す
る

取
組
や
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
多
様
な
人
材
の
育

成
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
教
育
環
境
の
整
備
】

　
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
や
家
庭
の
経
済

的
支
援
に
対
す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

時
代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学
校
指
導
体
制
等

の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の
基
盤
整
備
、
安

全
、
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の
整
備
、
児
童
生

徒
等
の
安
全
対
策
な
ど
、
教
育
を
振
興
す
る
た
め
の
基

盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
の
充
実
】

　
住
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
と
お
し
て
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
保
健
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
立
南
郷
病

院
を
本
町
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
つ
つ
、
近
隣
市

町
・
広
域
的
医
療
圏
と
の
連
携
に
よ
り
、
住
民
が
適
切

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
ま

す
。

【
福
祉
の
充
実
】

　
今
後
の
高
齢
社
会
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
利
用
推
進

を
図
り
、
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る
社
会
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
の
充
実
】

　
保
育
及
び
幼
児
教
育
の
環
境
整
備
を
総
合
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
、
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

子育て支援の充実

福祉の充実

保健・医療の充実

【
農
業
の
振
興
】

　
農
業
生
産
に
お
け
る
最
新
機
械
・
設
備
や
技
術
導
入

を
推
進
す
る
ほ
か
、
農
地
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、

水
田
で
の
畑
作
転
換
や
二
毛
作
に
対
す
る
取
組
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
の
分
散
化
、
標
準
化
を
図
る
な

ど
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
産
地
化
や
法
人
化
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
人
材
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ
て
、

農
業
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
商
工
業
・
観
光
物
産
等
の
振
興
】

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
「
し
ご

と
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
い
か
し
た
観
光

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

２

３

総合計画
・

総合戦略

美里町
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教育環境の整備（新中学校完成イメージ）

キッチンカーフェスタ

美里グリーンベース

　
美
里
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
指
針
と
な
る
美
里
町
総
合
計

画
・
美
里
町
総
合
戦
略
を
平
成
28

年
３
月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
令
和
22
年
度
を
将
来
目
標

に
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
目
標

人
口
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
目
標
の
達
成
に
向
け
、「
教
育
・

文
化
」、「
保
健・医
療・福
祉
」、「
産

業
振
興
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、「
行

財
政
」
の
５
つ
の
分
野
か
ら
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
第
２
次
の
計
画
期
間
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
人
の
和
を
大
切
に
、

住
民
と
行
政
が
と
も
に
力
を
出
し
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
、

一
人
一
人
が
輝
き
、「
幸
せ
」
と
「
豊

か
さ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

教育・文化

教育・文化

保健・医療・福祉 産業振興 コミュニティ 行財政

生
涯
を
と
お
し
て

学
び
楽
し
む

ま
ち
づ
く
り

保健・医療・福祉

健
や
か
で

安
心
な

ま
ち
づ
く
り

産業振興

力
強
い
産
業
が

い
き
づ
く

ま
ち
づ
く
り

教育の振興

1

１

2 5443

【
教
育
の
振
興
】

　
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
小
中
学
生
に
お
け
る
基
礎
学
力
の
向
上
に
対
す
る

取
組
や
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
多
様
な
人
材
の
育

成
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
教
育
環
境
の
整
備
】

　
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
や
家
庭
の
経
済

的
支
援
に
対
す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

時
代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学
校
指
導
体
制
等

の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の
基
盤
整
備
、
安

全
、
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の
整
備
、
児
童
生

徒
等
の
安
全
対
策
な
ど
、
教
育
を
振
興
す
る
た
め
の
基

盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
の
充
実
】

　
住
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
と
お
し
て
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
保
健
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
立
南
郷
病

院
を
本
町
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
つ
つ
、
近
隣
市

町
・
広
域
的
医
療
圏
と
の
連
携
に
よ
り
、
住
民
が
適
切

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
ま

す
。

【
福
祉
の
充
実
】

　
今
後
の
高
齢
社
会
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
利
用
推
進

を
図
り
、
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る
社
会
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
の
充
実
】

　
保
育
及
び
幼
児
教
育
の
環
境
整
備
を
総
合
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
、
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

子育て支援の充実

福祉の充実

保健・医療の充実

【
農
業
の
振
興
】

　
農
業
生
産
に
お
け
る
最
新
機
械
・
設
備
や
技
術
導
入

を
推
進
す
る
ほ
か
、
農
地
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、

水
田
で
の
畑
作
転
換
や
二
毛
作
に
対
す
る
取
組
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
の
分
散
化
、
標
準
化
を
図
る
な

ど
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
産
地
化
や
法
人
化
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
人
材
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ
て
、

農
業
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
商
工
業
・
観
光
物
産
等
の
振
興
】

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
「
し
ご

と
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
い
か
し
た
観
光

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

２

３

総合計画
・

総合戦略

美里町
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職員研修町民等の窓口対応

本庁舎（
平
成
18
年
７
月
29
日
制
定
）

　
美
里
町
議
会
は
、
一
般
選
挙
で
選
ば
れ
た
13

人
の
議
員
で
構
成
し
、
任
期
は
４
年
間
と
な
り

ま
す
。
議
会
の
会
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
の
通
年
と
し
、
６
月
、
９
月
、

12
月
、
３
月
の
定
期
的
に
開
催
す
る
会
議
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
や

請
願
な
ど
の
審
査
な
ど
を
行
う
常
任
委
員
会

（
総
務
、
産
業
、
建
設
常
任
委
員
会
及
び
教

育
、
民
生
常
任
委
員
会
）
や
議
会
の
運
営
方
法

な
ど
を
専
門
的
に
協
議
し
て
い
く
議
会
運
営
委

員
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
特
定

の
問
題
を
調
査
、
審
査
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
町
の
業
務
の
進
め
方
や
方
向
性

な
ど
の
決
定
を
行
っ
た
り
、
町
の
仕
事
が
正
し

く
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
町
民
の
意
思
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
で
は
、
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
下
、
組
織
内
の

連
携
強
化
を
図
り
、
民
間
活
力
を
活
用
し
な
が

ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
長
と
４
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
る
美
里
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
人
と
の
支
え
合
い
を
大
切
に
、
自

ら
学
び
、
た
く
ま
し
く
柔
軟
に
生
き
抜
く
力
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
文
化
（
文
化
財
保
護
関
係
）
、
ス

ポ
ー
ツ
（
学
校
の
体
育
関
係
）
な
ど
教
育
行
政

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

コミュニティ

く
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

行財政

自
立
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り

町民の声を
町政へ

4
【
生
活
安
全
の
確
保
】

　
国
や
県
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
実
効
性
の
あ
る
避
難

行
動
等
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

防
災
力
を
強
化
し
、
災
害
時
に
そ
の
機
能
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
時
に

お
い
て
、
住
民
が
犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
、
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
の
保
全
】

　
幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
や
す
い
公
園
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
道
路
整
備
、
排
水
対
策
、
上
下
水
道

整
備
、
公
共
交
通
網
の
確
立
と
い
っ
た
住
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
、
住
民
の
環
境
美
化
運
動
の
促
進
、
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代

の
転
出
抑
制
と
新
た
な
定
住
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

【
住
民
活
動
の
促
進
】

　
地
域
内
外
の
交
流
を
推
進
し
、
住
民
や
各
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
促
進
し
、
活
気
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
平
和
行
政
の
推
進
】

　
一
人
一
人
が
国
際
社
会
に
目
を
向
け
て
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
平
和
を
尊
び
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

地域防災 環境美化

平和学習住民活動の促進

【
健
全
な
行
財
政
運
営
】

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
効
率
的
な
組
織

運
営
と
職
員
の
資
質
向
上
、

分
か
り
や
す
い
行
政
情
報
の

提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

歳
入
確
保
と
歳
出
抑
制
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
民
間
活

力
の
導
入
を
推
進
し
、
将
来

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
自

治
体
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

5

　
江
合
・
鳴
瀬
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ

た
美
里
町
に
生
き
る
わ
た
く
し
た
ち
は
、
輝
く

未
来
に
向
か
っ
て
み
ん
な
が
平
和
で
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
．
夢
と
希
望
を
持
ち
　
心
身
と
も
に

　
　
健
や
か
に
働
く
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
き
ま
り
を
守
り
　
互
い
に
尊
重
し
合
い

　
　
助
け
合
う
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
自
然
に
親
し
み
　
美
し
い
環
境
を

　
　
大
切
に
す
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
先
人
を
う
や
ま
い
　
共
に
学
び
合
い

　
　
文
化
を
育
て
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
と
も
に

　
　
世
界
に
目
を
向
け
る
町
民
に
な
り
ま
す

美
里
町
民
憲
章

議
　
会

行
　
政

村松副議長

大友教育長

相澤町長

須田副町長

鈴木議長
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職員研修町民等の窓口対応

本庁舎（
平
成
18
年
７
月
29
日
制
定
）

　
美
里
町
議
会
は
、
一
般
選
挙
で
選
ば
れ
た
13

人
の
議
員
で
構
成
し
、
任
期
は
４
年
間
と
な
り

ま
す
。
議
会
の
会
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
の
通
年
と
し
、
６
月
、
９
月
、

12
月
、
３
月
の
定
期
的
に
開
催
す
る
会
議
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
や

請
願
な
ど
の
審
査
な
ど
を
行
う
常
任
委
員
会

（
総
務
、
産
業
、
建
設
常
任
委
員
会
及
び
教

育
、
民
生
常
任
委
員
会
）
や
議
会
の
運
営
方
法

な
ど
を
専
門
的
に
協
議
し
て
い
く
議
会
運
営
委

員
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
特
定

の
問
題
を
調
査
、
審
査
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
町
の
業
務
の
進
め
方
や
方
向
性

な
ど
の
決
定
を
行
っ
た
り
、
町
の
仕
事
が
正
し

く
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
町
民
の
意
思
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
美
里
町
で
は
、
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
下
、
組
織
内
の

連
携
強
化
を
図
り
、
民
間
活
力
を
活
用
し
な
が

ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
長
と
４
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
る
美
里
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
人
と
の
支
え
合
い
を
大
切
に
、
自

ら
学
び
、
た
く
ま
し
く
柔
軟
に
生
き
抜
く
力
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
文
化
（
文
化
財
保
護
関
係
）
、
ス

ポ
ー
ツ
（
学
校
の
体
育
関
係
）
な
ど
教
育
行
政

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

コミュニティ

く
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

行財政

自
立
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り

町民の声を
町政へ

4
【
生
活
安
全
の
確
保
】

　
国
や
県
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
実
効
性
の
あ
る
避
難

行
動
等
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

防
災
力
を
強
化
し
、
災
害
時
に
そ
の
機
能
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
時
に

お
い
て
、
住
民
が
犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
、
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
の
保
全
】

　
幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
や
す
い
公
園
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
道
路
整
備
、
排
水
対
策
、
上
下
水
道

整
備
、
公
共
交
通
網
の
確
立
と
い
っ
た
住
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
、
住
民
の
環
境
美
化
運
動
の
促
進
、
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代

の
転
出
抑
制
と
新
た
な
定
住
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

【
住
民
活
動
の
促
進
】

　
地
域
内
外
の
交
流
を
推
進
し
、
住
民
や
各
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
促
進
し
、
活
気
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
平
和
行
政
の
推
進
】

　
一
人
一
人
が
国
際
社
会
に
目
を
向
け
て
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
平
和
を
尊
び
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

地域防災 環境美化

平和学習住民活動の促進

【
健
全
な
行
財
政
運
営
】

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
効
率
的
な
組
織

運
営
と
職
員
の
資
質
向
上
、

分
か
り
や
す
い
行
政
情
報
の

提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

歳
入
確
保
と
歳
出
抑
制
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
民
間
活

力
の
導
入
を
推
進
し
、
将
来

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
自

治
体
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

5

　
江
合
・
鳴
瀬
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ

た
美
里
町
に
生
き
る
わ
た
く
し
た
ち
は
、
輝
く

未
来
に
向
か
っ
て
み
ん
な
が
平
和
で
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
．
夢
と
希
望
を
持
ち
　
心
身
と
も
に

　
　
健
や
か
に
働
く
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
き
ま
り
を
守
り
　
互
い
に
尊
重
し
合
い

　
　
助
け
合
う
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
自
然
に
親
し
み
　
美
し
い
環
境
を

　
　
大
切
に
す
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
先
人
を
う
や
ま
い
　
共
に
学
び
合
い

　
　
文
化
を
育
て
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
．
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
と
も
に

　
　
世
界
に
目
を
向
け
る
町
民
に
な
り
ま
す

美
里
町
民
憲
章

議
　
会

行
　
政

村松副議長

大友教育長

相澤町長

須田副町長

鈴木議長
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美里町町勢要覧
発行：美里町
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宮城県美里町

町勢要覧

町 章
美里町の「み」をモチーフに、さわ
やかに風が吹く、自然いっぱいの大
地をイメージし、住民の団結、自然
と住民の調和を表現しています。先
人から受け継ぐ歴史と文化を宝に、
ともに躍進していく願いが込められ
ています。

（平成 18 年７月 29 日制定）

町花：ばら（薔薇）

「ばら」は、古代から繁栄と愛の象徴
とされています。また、美里町民に
もっとも親しまれ、愛されている花
です。幾多の花びらの重なるその花
の姿は、町民の連帯と未来に向かっ
て潤いのある町づくりを進める美里
町にふさわしい花です。

（平成 18 年７月 29 日制定）

町木：はなみずき
「はなみずき」は、春には花が咲き、
また、秋には赤い実をつけ、紅葉も
見事です。美しい環境を大切にし、
景観を保全する美里町にふさわしい
木です。

（平成 18 年７月 29 日制定）

（花水木）

美里町観光
プロモーション

美里町公式
LINEアカウント

美里町公認キャラクター
みさとまちこちゃん


